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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークエンティティと、移動通信装置とを少なくとも含む通信システムの制御方
法であって、
　トレース記録のためにMinimization of Drive Tests（MDT）に関連する測定と記録を行
う移動通信装置に対し、前記ネットワークエンティティによって前記MDTを有効化(activa
te)すること、
　前記移動通信装置により測定データと共に取得される位置関連データ（location relat
ed data）の提供に関する前記移動通信装置のユーザの承認（consent）又は非承認（non-
consent）のいずれかであるユーザ承認情報をホーム加入者サーバ（HSS）へ格納すること
、
を含み、
　前記MDTに伴うトレースセッション中に前記承認（consent）から前記非承認（non-cons
ent）への変更が生じた場合に、前記MDTに関連するトレース記録を継続させることが可能
な
通信システムの制御方法。
【請求項２】
　ネットワークエンティティと、移動通信装置とを少なくとも含む通信システムであって
、
　トレース記録のためにMinimization of Drive Tests（MDT）に関連する測定と記録を行
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う移動通信装置に対し、前記ネットワークエンティティによって前記MDTを有効化(activa
te)する手段と、
　前記移動通信装置により測定データと共に取得される位置関連データ（location relat
ed data）の提供に関する前記移動通信装置のユーザの承認（consent）又は非承認（non-
consent）のいずれかであるユーザ承認情報をホーム加入者サーバ（HSS）へ格納する手段
と、
を備え、
　前記MDTに関連するトレース記録は、前記MDTに伴うトレースセッション中に前記承認（
consent）から前記非承認（non-consent）への変更が生じた場合であっても、継続させる
ことが可能な通信システム。
【請求項３】
　ネットワークエンティティであって、
　トレース記録のためにMinimization of Drive Tests（MDT）に関する測定と記録を行う
移動通信装置に対し、前記MDTを有効化(activate)する手段と、
　前記移動通信装置により測定データと共に取得される位置関連データ（location relat
ed data）の提供に関する前記移動通信装置のユーザの承認（consent）又は非承認（non-
consent）のいずれかであるユーザ承認情報をホーム加入者サーバ（HSS）へ格納する手段
と、
　を備え、
　前記MDTに関連するトレース記録は、前記MDTに伴うトレースセッション中に前記承認（
consent）から前記非承認（non-consent）への変更が生じた場合であっても、継続される
ことが可能な
ネットワークエンティティ。
【請求項４】
　ネットワークエンティティの制御方法であって、
　トレース記録のためにMinimization of Drive Tests（MDT）に関する測定と記録を行う
移動通信装置に対し、前記MDTを有効化(activate)すること、
　前記移動通信装置により測定データと共に取得される位置関連データ（location relat
ed data）の提供に関する前記移動通信装置のユーザの承認（consent）又は非承認（non-
consent）のいずれかであるユーザ承認情報をホーム加入者サーバ（HSS）へ格納すること
、
　を含み、
　前記MDTに関連するトレース記録は、前記ＭＤＴに伴うトレースセッション中に前記承
認（consent）から前記非承認（non-consent）への変更が生じた場合であっても、継続さ
れることが可能な
ネットワークエンティティの制御方法。
【請求項５】
　移動通信装置であって、
　ネットワークエンティティにより有効化（activate）されたMinimization of Drive Te
sts（MDT）に関連する測定と記録を行う手段と、
　トレース記録のために前記MDTに関連する測定と記録を報告する手段と、
　を備え、
　前記トレース記録は、前記MDTに伴うトレースセッション中に、測定データと共に取得
する位置関連データ（location related data）の提供に関する前記移動通信装置のユー
ザの承認（consent）を示すユーザ承認情報が承認から非承認（non-consent）へ変更され
た場合であっても、継続されることが可能な
移動通信装置。
【請求項６】
　前記承認又は非承認を示すユーザ承認情報は、ホーム加入者サーバ（HSS）に格納され
る請求項５記載の移動通信装置。
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【請求項７】
　移動通信装置の制御方法であって、
　ネットワークエンティティにより有効化（activate）されたMinimization of Drive Te
sts（MDT）に関連する測定と記録を行うこと、
　トレース記録のために前記MDTに関連する測定と記録を報告すること、
　を含み、
　前記トレース記録は、前記MDTに伴うトレースセッション中に、測定データと共に取得
する位置関連データ（location related data）の提供に関する前記移動通信装置のユー
ザの承認（consent）を示すユーザ承認情報が承認から非承認（non-consent）へ変更され
た場合であっても、継続されることが可能な
移動通信装置の制御方法。
【請求項８】
　前記承認又は非承認を示すユーザ承認情報は、ホーム加入者サーバ（HSS）に格納され
る請求項７記載の移動通信装置の制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、測定を行い、他の通信装置へ測定結果（measurements）を報告（report）す
るために構成された移動通信装置を含む通信システムに関する。本発明は、特に、移動通
信装置、他の通信装置及び通信システムのエンティティ（entities）におけるＭＤＴ（Mi
nimisation of Drive Tests、走行試験の最小化）実行手順（procedure）の実装に関する
が、これらに限定されない。
【背景技術】
【０００２】
　既存の移動（セルラー方式の）通信システムでは、ネットワークオペレータは、一般的
に、いわゆる走行試験（drive tests）の間に蓄積された（compiled）測定結果に基づく
ネットワークのカバレッジ（network coverage）を最適化しようとする。特に、オペレー
タは、加入者の視点からパフォーマンスを測定する専門的な装置（equipment）を使用し
ながらネットワーク全体ぐるりと車（vehicle）を技術者に運転（drive）させる。当該装
置（equipment）は、一般的に、携帯用コンピュータのようなデータを記録（logging）及
び分析する装置と接続された特別なテスト用移動通信装置及び広帯域の無線傍受装置（sc
anner）を備える。ある走行試験装置は、遠隔操作用に構成され、それによって、自動的
なデータ収集のために、（例えば、タクシー、バス、輸送車等の）速く動く乗り物に装置
が設置されることを可能にする。
【０００３】
　走行試験は、カバレッジの問題（coverage problems）等を特定（identify）し、解決
するために利用され得る関係のある地理的な位置情報（related geographic positional 
information）と関連して、ＲＦデータの良い情報源を供給する。しかしながら、測定（m
easurements）は、多大な時間を必要とし、実行するためのコストが高くなり得て、大抵
、例えば、建物内や道路から十分な距離にいるユーザのような、実在の歩行者のユーザの
経験を正確には表現しない。その上、移動通信ネットワークの広域の地理的なカバレッジ
のために、走行試験は、周知の関連した環境問題を伴う多量のＣＯ２の排出をもたらす。
【０００４】
　その結果、第３世代標準化プロジェクト（３ＧＰＰ）は、フィールドにある移動通信装
置 (ユーザ装置 (UE))の関与を含み、オペレータのコスト、環境影響、ネットワーク開発
とオペレーションを最小化するために、自動解法（automated solution）の開発を提供す
る。この提案に応じて実施される研究は、ネットワークの最適化と効率性を向上させるた
めのネットワークによる使用のためにＵＥが測定を行う、走行試験の必要性を最小化する
（以下、「走行試験の最小化」又は「ＭＤＴ」実行手順と呼ぶが、「ＵＥによるネットワ
ークパフォーマンス測定の管理」としても知られる）ための実装する手順の実現可能性を
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説明する。さらに具体的には、これらの研究は、装置から測定結果を取得するために、制
御プレーン解決策（control plane solutions）を用いる実現可能性を説明する。当該情
報は、無線アクセスネットワーク内で利用可能な情報を共に用いてカバレッジの最適化の
目的のために用いられ得る。
【０００５】
　ＭＤＴ実行手順の現在の提案では、ＭＤＴ可能なＵＥは、ネットワークによりＭＤＴ測
定を実行するために最初に構成される。設定上、ＭＤＴ可能なＵＥは、ネットワークによ
りそのように実行するための要求があったとき、報告されたＵＥの測定結果と同様に、詳
細なユーザ位置情報、例えば、（もし利用可能なら）ＧＮＳＳ（Global Navigation Sate
llite System）データ、及び／又は、無線周波数特徴（Radio Frequency fingerprints）
を送信する。この詳細なユーザ位置情報は、オペレータが実際に、特定の無線セルの範囲
内でユーザの地理的な位置を、関連した無線測定結果と関連付けることを許可するような
ＭＤＴにとって、特に有益である。その結果、ネットワークカバレッジの問題（例えば、
カバレッジホール（coverage hole））の位置が正確に特定される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このように、ＵＥから報告されたＭＤＴデータは、ネットワーク内の異なる種類のカバ
レッジの問題を監視及び検出するために使用され得る。例えば、
-　　　　　　カバレッジホール（coverage hole）：カバレッジホールは、サービングセ
ル及び許可された隣接セル（neighbour cells）の双方の信号レベルが基本サービス（bas
ic service）を維持するために必要とされるレベル以下である領域である。カバレッジホ
ールは、例えば、新しい建物、丘のような物理的な障害物、又は、不適当なアンテナパラ
メータ、もしくは、単純に不十分なＲＦ計画により、たいてい引き起こされる。このケー
スの場合、カバレッジホール内のＵＥは、呼切断（call drop）及び無線リンク障害（rad
io link failure）に悩まされる。
-　　　　　　ウィークカバレッジ（Weak coverage）： サービングセル（serving cell
）の信号レベルが予定されたパフォーマンス要件（例えば、セル端ビットレート（cell e
dge bit-rate））を維持するために必要とされるレベル以下である場合に、ウィークカバ
レッジは生じる。
-　　　　　　パイロットポリューション（Pilot pollution）：異なるセルのカバレッジ
が多く重なる領域において、干渉レベルが高く、電力レベルが高く、エネルギー消費が高
く、セルのパフォーマンスが低くなり得る。この現象は、「パイロットポリューション（
pilot pollution）」と呼ばれてきた。そして、当該問題は、セルのカバレッジの縮小に
より対処され得る。このケースにおいて、ＵＥは、１セル以上のノイズ比への高い信号と
高い干渉レベルとを経験し得る。
-　　　　　　オーバーシュートカバレッジ（Overshoot coverage）：あるセルのカバレ
ッジが予定されたカバレッジを超えた場合に、オーバーシュートは生じる。直接隣接しな
い別のセル内のカバレッジの効果的な“島（island）”としても生じ得る。オーバーシュ
ートは、建物内の反射、又は、開放水域（open water）、湖等を横切る結果として生じ得
る。オーバーシュート領域内のＵＥは、呼切断、又は、高い干渉に悩まされ得る。
-　　　　　　弱アップリンクカバレッジ（Poor uplink coverage）：弱アップリンクカ
バレッジは、呼設定失敗（call setup failure）、呼切断（dropped call）、低いアップ
リンクの音声品質（poor uplink voice quality）等の観点からユーザ体感（user experi
ence）に影響を与える。それ故、カバレッジは、アップリンクとダウンリンク間の接続に
平衡が保たれる必要がある。可能なアップリンクカバレッジの最適化には、サイト設定(
アンテナ)を変更することによりセルラー方式のカバレッジを適合すること、及び／又は
、異なる環境においてアップリンク電力の最適な使用ができるように、アップリンクに関
連したパラメータを調整することを含む。
【０００７】
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　それ故、正確な地理的位置データは、これらのカバレッジの問題（coverage problem）
の位置を判定するために必要であり、従って、正確な地理的位置データがそれらに対処す
るための必須の行動を可能とすることがわかる。しかしながら、ＵＥによるそのようなデ
ータの提供（provision）は、ユーザのプライバシーの視点から望ましくないＵＥを操作
するユーザの地理的な位置も特定する。実際に、任意の権限において、そのようなプライ
バシーは法により保護される。それ故、そのような権限において、現在の提案された手順
は、合法的に実装され得ない。
【０００８】
　それ故、ＵＥからの無線測定および位置情報の取得により、カバレッジの問題が検出さ
れること、正確に位置が特定されることを可能にしつつ、一方で、ユーザのプライバシー
のために、そのような位置情報の必要性と明確に対立する要件のバランスを保つような、
改善された実行手順が必要であることがわかる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上記の問題に対処するか、少なくとも軽減する、改良された通信システム、
関連の改良された通信装置、及び、これらの装置により実行される方法を提供しようとす
るものである。
【００１０】
　本発明の一態様に係る通信システムの制御方法は、ネットワークエンティティと、移動
通信装置とを少なくとも含む通信システムの制御方法であって、トレース記録のためにMi
nimization of Drive Tests（MDT）に関連する測定と記録を行う移動通信装置に対し、前
記ネットワークエンティティによって前記MDTを有効化(activate)すること、前記移動通
信装置により測定データと共に取得される位置関連データ（location related data）の
提供に関する前記移動通信装置のユーザの承認（consent）又は非承認（non-consent）の
いずれかであるユーザ承認情報をホーム加入者サーバ（HSS）へ格納すること、を含み、
前記MDTに伴うトレースセッション中に前記承認（consent）から前記非承認（non-consen
t）への変更が生じた場合に、前記MDTに関連するトレース記録を継続させることが可能な
ものである。
【００１１】
　本発明の他の態様に係る通信システムは、ネットワークエンティティと、移動通信装置
とを少なくとも含む通信システムであって、トレース記録のためにMinimization of Driv
e Tests（MDT）に関連する測定と記録を行う移動通信装置に対し、前記ネットワークエン
ティティによって前記MDTを有効化(activate)する手段と、前記移動通信装置により測定
データと共に取得される位置関連データ（location related data）の提供に関する前記
移動通信装置のユーザの承認（consent）又は非承認（non-consent）のいずれかであるユ
ーザ承認情報をホーム加入者サーバ（HSS）へ格納する手段と、を備え、前記MDTに関連す
るトレース記録は、前記MDTに伴うトレースセッション中に前記承認（consent）から前記
非承認（non-consent）への変更が生じた場合であっても、継続させることが可能なもの
である。
【００１２】
　本発明の他の態様に係るネットワークエンティティは、トレース記録のためにMinimiza
tion of Drive Tests（MDT）に関する測定と記録を行う移動通信装置に対し、前記MDTを
有効化(activate)する手段と、前記移動通信装置により測定データと共に取得される位置
関連データ（location related data）の提供に関する前記移動通信装置のユーザの承認
（consent）又は非承認（non-consent）のいずれかであるユーザ承認情報をホーム加入者
サーバ（HSS）へ格納する手段と、を備え、前記MDTに関連するトレース記録は、前記MDT
に伴うトレースセッション中に前記承認（consent）から前記非承認（non-consent）への
変更が生じた場合であっても、継続されることが可能なものである。
【００１３】
　本発明の他の態様に係るネットワークエンティティの制御方法は、トレース記録のため
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にMinimization of Drive Tests（MDT）に関する測定と記録を行う移動通信装置に対し、
前記MDTを有効化(activate)すること、前記移動通信装置により測定データと共に取得さ
れる位置関連データ（location related data）の提供に関する前記移動通信装置のユー
ザの承認（consent）又は非承認（non-consent）のいずれかであるユーザ承認情報をホー
ム加入者サーバ（HSS）へ格納すること、を含み、前記MDTに関連するトレース記録は、前
記ＭＤＴに伴うトレースセッション中に前記承認（consent）から前記非承認（non-conse
nt）への変更が生じた場合であっても、継続されることが可能なものである。
【００１４】
　本発明の他の態様に係る移動通信装置は、ネットワークエンティティにより有効化（ac
tivate）されたMinimization of Drive Tests（MDT）に関連する測定と記録を行う手段と
、トレース記録のために前記MDTに関連する測定と記録を報告する手段と、を備え、前記
トレース記録は、前記MDTに伴うトレースセッション中に、測定データと共に取得する位
置関連データ（location related data）の提供に関する前記移動通信装置のユーザの承
認（consent）を示すユーザ承認情報が承認から非承認（non-consent）へ変更された場合
であっても、継続されることが可能なものである。
【００１５】
　本発明の他の態様に係る移動通信装置の制御方法は、ネットワークエンティティにより
有効化（activate）されたMinimization of Drive Tests（MDT）に関連する測定と記録を
行うこと、トレース記録のために前記MDTに関連する測定と記録を報告すること、を含み
、前記トレース記録は、前記MDTに伴うトレースセッション中に、測定データと共に取得
する位置関連データ（location related data）の提供に関する前記移動通信装置のユー
ザの承認（consent）を示すユーザ承認情報が承認から非承認（non-consent）へ変更され
た場合であっても、継続されることが可能なものである。
【００１６】
　本発明の一の例示的態様によれば、従って、移動通信装置により実行される方法が提供
され、前記方法は、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、
前記測定データに関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（location
 related data）とを取得するために測定期間を開始するためのシグナリング（signallin
g）を、他の通信装置から、受信し、前記測定期間を開始し、前記移動通信装置のユーザ
が前記位置関連データの提供を承認しているか否かについて、回収されたユーザ承認情報
から判定し、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認していること
を前記回収されたユーザ承認情報が示す場合に、前記測定データ及び前記位置関連データ
を取得し、かつ、当該取得したデータをデータログに格納し、前記移動通信装置のユーザ
が前記位置関連データの提供を承認していないことを前記回収されたユーザ承認情報が示
す場合に、前記位置関連データなしに前記測定データを取得し、かつ、当該取得したデー
タをデータログに格納し、前記他の通信装置へ前記データログを送信する、ことを含む。
【００１７】
　前記方法は、回収されたユーザ承認情報が承認を含む場合に、前記位置関連データがネ
ットワークへ提供されることを、（例えば、アプリケーション層を経由して）前記ユーザ
へ示すとよい。
【００１８】
　前記ユーザ承認情報が変更した場合、測定期間の間に（例えば、前記ユーザ情報の提供
を前記ユーザが承認していることを示すことから、前記ユーザ情報の提供を前記ユーザが
もはや承認していないことを示すことへ、その場合、前記方法は、さらに、ユーザ承認情
報内の前記変更を検出し、前記変更を検出することに応答して前記データログを前記他の
通信装置へ送信せずに、前記測定期間の間に蓄積されたデータログを削除する）。
【００１９】
　前記位置関連データは、前記移動通信装置の地理的な位置を特定するための詳細な位置
データを含むとよい。前記位置関連データは、新たな位置関連データを含むとよい。
【００２０】
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　前記位置関連データなしに前記測定データを取得し、かつ、当該取得したデータをデー
タログに格納する前記ステップは、前記移動通信装置の地理的な位置を特定するための前
記詳細な位置データを用いずに、前記詳細な位置データの代わりとなる新たな位置関連デ
ータを用いて、前記測定データを取得し、かつ、当該取得したデータをデータログに格納
するとよい。
【００２１】
　前記位置関連データなしに前記測定データを取得し、かつ、当該取得したデータをデー
タログに格納する前記ステップは、前記移動通信装置の地理的な位置を特定するための前
記詳細な位置データ、又は前記新たな位置関連データを伴わずに、前記測定データを取得
し、かつ、当該取得したデータをデータログに格納するとよい。
【００２２】
　前記新たな位置関連データは、前記詳細な位置データより正確でない（又は精度の低い
）位置関連データを含むとよい。前記新たな位置関連データは、前記移動通信装置が位置
するセルに隣接する少なくとも１つのセルについての無線周波数特徴（radio frequency 
fingerprint）データを含むとよい。前記詳細な位置関連データは、測位システムに基づ
く衛星から導き出されたデータを含むとよい。
【００２３】
　前記移動通信装置は、移動通信装置群から選択された一つであるとよい。従って、前記
方法は、さらに、各選択された移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定デー
タと、前記測定データに関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（lo
cation related data）とを取得するために移動通信装置群からの追加の選択を特定し、
前記詳細な位置データの代わりに（例えば、特定のユーザが承認を与えられていないこと
を示す前記詳細な位置データの前記代わりに）送信される前記新たな位置関連データを考
慮して前記追加の選択がされるとよい。
【００２４】
　前記方法は、さらに、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認し
ていることを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合、前記データログが利用可能であ
ることを示すメッセージを生成し、かつ、前記他の通信装置へ送信するとよい。前記デー
タログが利用可能であることを示すメッセージを生成し、かつ、送信した後に、前記ユー
ザ情報の提供を前記ユーザが承認していることを示すことから、前記ユーザ情報の提供を
前記ユーザがもはや承認していないことを示すことへ、前記ユーザ承認情報が変更した場
合に、前記方法は、さらに、ユーザ承認情報内の前記変更を検出し、前記変更を検出する
ことに応答して前記データログを前記他の通信装置へ送信せずに、前記測定期間の間に蓄
積されたデータログを削除し、前記データログを取得するために前記受信したシグナリン
グに応答して、空の報告インジケーションを含む応答メッセージを送信するとよい。
【００２５】
　前記受信したシグナリングは、走行試験の最小化（minimisation of drive tests、Ｍ
ＤＴ）の設定メッセージを含むとよい。前記受信したシグナリングは、前記移動通信装置
がアイドル状態である期間中に前記測定データが取得されるべきであることを示すとよい
。前記受信したシグナリングは、記録型の走行試験の最小化（ＭＤＴ）の設定メッセージ
を含むとよい。前記受信したシグナリングは、前記移動通信装置が接続状態にある期間中
に前記測定データが取得されるべきであることを示すとよい。前記受信したシグナリング
は、即時型の走行試験の最小化（immediate ＭＤＴ）の設定メッセージを含むとよい。
【００２６】
　本発明の他の例示的態様によれば、従って、移動通信装置により実行される方法が提供
され、前記方法は、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、
前記測定データに関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（location
 related data）とを取得するために測定期間を開始するためのシグナリング（signallin
g）を、他の通信装置から、受信し、前記受信したシグナリングは、前記測定期間を設定
するための設定データを含み、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を
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承認しているか否かについて、回収されたユーザ承認情報から判定し、前記移動通信装置
のユーザが前記位置関連データの提供を承認していることを前記回収されたユーザ承認情
報が示す場合に、前記設定データに従って前記測定期間を開始し、前記測定データ及び前
記位置関連データを取得し、かつ、当該取得したデータをデータログに格納し、前記移動
通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認していないことを前記回収されたユ
ーザ承認情報が示す場合に、前記設定データに従って前記測定期間を開始せずに、前記設
定データを無視（disregard）する、ことを含む。
【００２７】
　前記受信したシグナリングは、前記移動通信装置がアイドル状態である期間中に前記測
定データが取得されるべきであることを示すとよい。前記受信したシグナリングは、走行
試験の最小化（ＭＤＴ）の設定メッセージ（例えば、記録型の走行試験の最小化（ＭＤＴ
）の設定メッセージ）を含むとよい。
【００２８】
　前記方法は、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認していない
ことを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合、前記データログが利用可能でないこと
を示すメッセージを生成し、かつ、前記他の通信装置へ送信するとよい。前記移動通信装
置のユーザが前記位置関連データの提供を承認していることを前記回収されたユーザ承認
情報が示す場合、前記データログが利用可能であることを示すメッセージを生成し、かつ
、前記他の通信装置へ送信するとよい。前記送信されたシグナリングは、無線接続制御（
ＲＲＣ）メッセージ（例えば、ＲＲＣ接続設定完了メッセージ、ＲＲＣ接続再設定完了、
又は、ＲＲＣ接続再確立完了メッセージ）を含むとよい。
【００２９】
　本発明の他の例示的態様によれば、従って、移動通信装置により実行される方法が提供
され、前記方法は、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、
前記測定データに関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（location
 related data）とを取得するために測定期間を開始するためのシグナリング（signallin
g）を、他の通信装置から、受信し、前記受信したシグナリングは、前記測定期間を設定
するための設定データを含み、前記設定データに従って前記測定期間を開始し、前記測定
データ及び前記位置関連データを取得し、かつ、当該取得したデータをデータログに格納
し、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認しているか否かについ
て、回収されたユーザ承認情報から判定し、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連デ
ータの提供を承認していることを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合、前記データ
ログが利用可能であることを示すメッセージを生成し、かつ、前記他の通信装置へ送信し
、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認していないことを前記回
収されたユーザ承認情報が示す場合、前記データログが利用可能でないことを示すメッセ
ージを生成し、かつ、前記他の通信装置へ送信することを含む。
【００３０】
　前記受信したシグナリングは、前記移動通信装置がアイドル状態である期間中に前記測
定データが取得されるべきであることを示すとよい。前記受信したシグナリングは、走行
試験の最小化（ＭＤＴ）の設定メッセージ（例えば、記録型の走行試験の最小化（ＭＤＴ
）の設定メッセージ）を含むとよい。
【００３１】
　前記生成及び送信されたメッセージは、ＲＲＣメッセージを含むとよい。前記生成及び
送信されたメッセージは、ＲＲＣ接続設定完了メッセージ、ＲＲＣ接続再設定完了、又は
、ＲＲＣ接続再確立完了メッセージを含むとよい。
【００３２】
　前記ユーザ承認情報は、前記データログが利用可能であることを示すメッセージを生成
し、かつ、送信した後に、前記ユーザ情報の提供を前記ユーザが承認していることを示す
ことから、前記ユーザ情報の提供を前記ユーザがもはや承認していないことを示すことへ
、変更してもよい。そのような場合に、前記方法は、さらに、ユーザ情報内の前記変更を
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検出し、他の通信装置から、前記データログを取得するためのシグナリングを受信し、前
記データログを取得するために前記受信したシグナリングに応答して、空の報告インジケ
ーションを含む応答メッセージを送信するとよい。前記空の報告インジケーションは、前
記測定データ及び前記位置データが前記データログから欠落していることを示す空の記録
型ＭＤＴ報告インジケーションを含むとよい。前記空の報告インジケーションは、少なく
とも前記位置データが前記データログから欠落していることを示す空の位置報告インジケ
ーションを含むとよい。
【００３３】
　本発明の他の例示的態様によれば、移動通信装置により実行される方法が提供され、前
記方法は、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データを取得するた
めのシグナリング（signalling）を、他の通信装置から、受信し、前記移動通信装置のユ
ーザが前記位置関連データの提供を承認しているか否かについて示す情報を検索し、前記
受信したシグナリングに応答して、ユーザが前記位置関連データの提供を承認しているか
又は非承認としているかを示す応答メッセージを送信する。前記受信したシグナリングは
、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データを取得するために測定
期間を開始するためのシグナリングを含むとよく、そして、前記測定データに関連する位
置（location）を特定するための位置関連データ（location related data）を含むとよ
い。前記受信したシグナリングは、前記移動通信装置がアイドル状態である期間中に前記
測定データが取得されるべきであることを示すとよい。前記受信したシグナリングは、走
行試験の最小化（ＭＤＴ）の設定メッセージを含むとよい。前記受信したシグナリングは
、記録型の走行試験の最小化（ＭＤＴ）の設定メッセージを含むとよい。前記応答メッセ
ージは、走行試験の最小化（ＭＤＴ）の設定応答メッセージを含むとよい。
【００３４】
　前記方法は、測定データが利用可能であることを示すメッセージを、前記他の通信装置
へ送信し、前記受信したシグナリングは、前記送信されたメッセージに応えて受信される
とよい。測定データが利用可能であることを示す前記メッセージ、前記受信したシグナリ
ング、及び／又は、前記応答メッセージは、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを含
むとよい。前記受信したシグナリングは、ＵＥ情報要求メッセージを含むとよい。前記応
答メッセージは、ＵＥ情報報告メッセージを含むとよい。
【００３５】
　前記応答メッセージは、ユーザが前記位置関連情報の提供を承認していることを示すた
めの専用のユーザ承認領域（例えば、情報要素）を含むとよい。
【００３６】
　前記ユーザが前記位置関連情報の提供を承認していない場合、空の報告であるインジケ
ーションが前記応答メッセージに提供され、それによって、前記ユーザが前記位置関連情
報の提供を承認していないことを示すとよい。
【００３７】
　前記応答メッセージは、測定データを記録するデータログ及び位置関連データを含むと
よく、前記ユーザが前記位置関連情報の提供を承認していない場合、位置関連情報は、前
記応答メッセージから除かれるとよい。
【００３８】
　本発明の他の例示的態様によれば、移動通信装置により実行される方法が提供され、前
記方法は、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、前記測定
データに関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（location related
 data）とを取得するために測定期間を開始するためのシグナリング（signalling）を、
他の通信装置から、受信し、前記受信したシグナリングは、前記測定期間を設定するため
の設定データを含み、前記移動通信装置がアイドル状態である期間中に前記測定データが
取得されるべきであること、又は、前記移動通信装置が接続状態である期間中に前記測定
データが取得されるべきであること、を示し、前記移動通信装置がアイドル状態である期
間中に前記測定データが取得された場合に、前記方法は、前記移動通信装置のユーザが前
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記位置関連データの提供を承認しているか否かについて、回収されたユーザ承認情報から
判定し、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認していることを前
記回収されたユーザ承認情報が示す場合に、前記設定データに従って前記測定期間を開始
し、前記測定データ及び前記位置関連データを取得し、かつ、当該取得したデータをデー
タログに格納し、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認していな
いことを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合に、前記設定データに従って前記測定
期間を開始せずに、前記設定データを無視（disregard）し、前記移動通信装置が接続状
態である期間中に前記測定データが取得された場合に、前記方法は、前記測定期間を開始
し、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認しているか否かについ
て、回収されたユーザ承認情報から判定し、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連デ
ータの提供を承認していることを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合に、前記測定
データ及び前記位置関連データを取得し、かつ、当該取得したデータをデータログに格納
し、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認していないことを前記
回収されたユーザ承認情報が示す場合に、前記位置関連データなしに前記測定データを取
得し、かつ、当該取得したデータをデータログに格納し、前記他の通信装置へ前記データ
ログを送信する。
【００３９】
　前記移動通信装置がアイドル状態である期間中に前記測定データが取得されるべきであ
る場合に、前記方法は、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認し
ていないことを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合に、前記設定データに従って前
記測定期間を開始せずに、前記無視された設定データを保持するとよい。
【００４０】
　前記ユーザ情報の提供を前記ユーザが承認していないことを示すことから、前記ユーザ
情報の提供を前記ユーザが承認していることを示すことへ、前記ユーザ承認情報が変更し
た場合に、前記方法は、さらに、前記保持された設定データに従って前記測定期間を開始
し、前記測定データ及び前記位置関連データを取得し、当該取得したデータをデータログ
に格納するとよい。
【００４１】
　前記移動通信装置がアイドル状態である期間中に前記測定データが取得されるべきであ
る場合に、前記方法は、（例えば、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提
供を承認していないことを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合に）前記無視された
設定データを削除するとよい。
【００４２】
　本発明の他の例示的態様によれば、移動通信装置により実行される方法が提供され、前
記方法は、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データを取得するた
めのシグナリング（signalling）を、他の通信装置から、受信し、前記移動通信装置のユ
ーザが前記位置関連データの提供を承認しているか否かについて示す情報を検索し、前記
受信したシグナリングに応答して、ユーザが前記位置関連データの提供を承認しているか
又は非承認としているかを示す応答メッセージを送信することを含む。
【００４３】
　本発明の他の例示的態様によれば、通信装置により実行される方法が提供され、前記方
法は、移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、前記測定データに
関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（location related data）
とを取得するために測定期間を開始するために前記移動通信装置へシグナリングし（sign
alling）、前記位置関連データは、前記測定結果を取得する前記移動通信装置の地理的な
位置を特定するための詳細な位置データを含み、前記詳細な位置データを用いずに前記詳
細な位置データの代わりに、新たな位置関連データを用いて、前記測定データを含むデー
タログを、前記移動通信装置から受信することを含む。
【００４４】
　前記新たな位置関連データは、前記詳細な位置データより正確でない（又は精度の低い
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）位置関連データを含むとよい。前記新たな位置関連データは、前記移動通信装置が位置
するセルに隣接する少なくとも１つのセルについての無線周波数特徴（radio frequency 
fingerprint）データを含むとよい。前記詳細な位置関連データは、測位システムに基づ
く衛星から導き出されたデータを含むとよい。
【００４５】
　前記方法は、さらに、選択された移動通信装置のそれぞれが位置する領域内の通信状態
を示す測定データと、前記測定データに関連する位置（location）を特定するための位置
関連データ（location related data）とを取得するために少なくとも１つの移動通信装
置の選択を特定するとよい。さらに、前記測定データ及び前記位置関連データを取得する
ための測定期間を開始するために、選択された移動通信装置のそれぞれへシグナリングす
るとよい。さらに、ユーザが前記位置関連データの提供を承認しているか又は非承認とし
ているかを示すメッセージを、シグナリングされた移動装置のそれぞれから受信するとよ
い。さらに、選択された移動通信装置のそれぞれが位置する領域内の通信状態を示す測定
データと、前記測定データに関連する位置を特定するための位置関連データを取得するた
めに移動通信装置の群の追加の選択を特定し、前記承認又は非承認を考慮して前記追加の
選択がされるとよい。
【００４６】
　本発明の他の例示的態様によれば、通信装置により実行される方法が提供され、前記方
法は、各選択された移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、前記
測定データに関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（location rel
ated data）とを取得するために、少なくとも１つの前記移動通信装置の選択を特定し、
前記測定データ及び前記位置関連データを取得するために測定期間を開始するために選択
された移動通信装置のそれぞれへシグナリングし（signalling）、ユーザが前記位置関連
データの提供を承認しているか又は非承認としているかを示すメッセージを、シグナリン
グされた移動装置のそれぞれから受信し、選択された移動通信装置のそれぞれが位置する
領域内の通信状態を示す測定データと、前記測定データに関連する位置を特定するための
位置関連データを取得するために移動通信装置の群の追加の選択を特定し、前記承認又は
非承認を考慮して前記追加の選択がされる。
【００４７】
　前記方法は、さらに、前記ユーザが前記位置関連データの提供を承認しているか又は非
承認としているかを示すメッセージをコアネットワークエンティティへさらに送信すると
よい。前記ユーザが承認又は非承認としていることを示すメッセージは、測定データ及び
位置関連データを記録するためのデータログを含み（例えば、非承認は、前記データログ
から前記位置関連情報、及び／又は、測定データを除くことにより示され、承認は、前記
データログからの前記位置関連情報、及び／又は、測定データを除かないことにより示さ
れる）、それによって、前記ユーザが前記位置関連情報の提供を承認していないことを示
すとよい。
【００４８】
　前記通信装置は、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）のデバイスを含むとよい。前記
通信装置は、基地局又は無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）を含むとよい。
【００４９】
　本発明の他の例示的態様によれば、ネットワークエンティティにより実行される方法が
提供され、前記方法は、測定期間の間に移動通信装置により測定データと共に取得される
位置関連データ（location related data）の提供に関する前記移動通信装置のユーザの
承認（consent）又は非承認(non-consent)を示すメッセージを、通信装置から受信し、前
記移動通信装置又は前記ユーザを特定する（identify）情報と関連付けて前記承認又は非
承認を示すユーザ承認情報（user consent information）を格納し、選択された移動通信
装置のそれぞれが位置する領域内の通信状態を示す測定データと、前記測定データに関連
する位置（location）を特定するための位置関連データ（location related data）とを
取得するために、利用可能な前記ユーザ承認情報を移動通信装置の選択を目的として提供
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することを含む。
【００５０】
　前記ユーザが承認している又は非承認としていることを示すメッセージは、測定データ
及び位置関連データを記録するためのデータログを含むとよく、非承認は、前記データロ
グから前記位置関連情報、及び／又は、測定データを除くことにより示され、それによっ
て、前記ユーザが前記位置関連情報の提供を承認していないことを示すとよい。
【００５１】
　前記ネットワークエンティティは、コアネットワークエンティティを含むとよい。前記
ネットワークエンティティは、エレメントマネージャ（ＥＭ）又はトレース制御エンティ
ティ（ＴＣＥ）を含むとよい。前記ネットワークエンティティは、ホーム加入者サーバ（
ＨＳＳ）を含むとよい。
【００５２】
　本発明の他の例示的態様によれば、次の手段を備える移動通信装置が提供される。すな
わち、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、前記測定デー
タに関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（location related dat
a）とを取得するために測定期間を開始するためのシグナリング（signalling）を、他の
通信装置から、受信する手段と、前記測定期間を開始する手段と、前記移動通信装置のユ
ーザが前記位置関連データの提供を承認しているか否かについて、回収されたユーザ承認
情報から判定する手段と、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認
していることを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合に、前記測定データ及び前記位
置関連データを取得し、かつ、当該取得したデータをデータログに格納する手段と、前記
移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認していないことを前記回収され
たユーザ承認情報が示す場合に、前記位置関連データなしに前記測定データを取得し、か
つ、当該取得したデータをデータログに格納する手段と、前記他の通信装置へ前記データ
ログを送信する手段と、を備える。
【００５３】
　前記移動通信装置は、前記ユーザ承認情報内の変更を検出する手段を備えるとよい。
【００５４】
　前記移動通信装置は、前記データログを取得するために、他の通信装置からシグナリン
グを受信する手段を備えとよい。前記ユーザ承認情報内の変更を検出する手段が、前記デ
ータログが利用可能であることを示すメッセージを生成し、かつ、送信した後に、前記ユ
ーザ情報の提供を前記ユーザが承認していることを示すことから、前記ユーザ情報の提供
を前記ユーザがもはや承認していないことを示すことへの前記ユーザ承認情報内の変更を
検出した場合に、前記移動通信装置は、前記格納されたデータログを削除するとよく、前
記データログを取得するために前記受信したシグナリングに応答して、空の報告インジケ
ーションを含む応答メッセージを送信するとよい。
【００５５】
　本発明の他の例示的態様によれば、次の手段を備える移動通信装置が提供される。すな
わち、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、前記測定デー
タに関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（location related dat
a）とを取得するために測定期間を開始するためのシグナリング（signalling）を、他の
通信装置から、受信する手段を備え、前記受信したシグナリングは、前記測定期間を設定
するための設定データを含み、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を
承認しているか否かについて、回収されたユーザ承認情報から判定する手段と、前記移動
通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認していることを前記回収されたユー
ザ承認情報が示す場合に、前記設定データに従って前記測定期間を開始し、前記測定デー
タ及び前記位置関連データを取得し、かつ、当該取得したデータをデータログに格納する
手段と、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認していないことを
前記回収されたユーザ承認情報が示す場合に、前記設定データに従って前記測定期間を開
始せずに、前記設定データを無視（disregard）する手段と、を備える。
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【００５６】
　本発明の他の例示的態様によれば、次の手段を備える移動通信装置が提供される。すな
わち、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、前記測定デー
タに関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（location related dat
a）とを取得するために測定期間を開始するためのシグナリング（signalling）を、他の
通信装置から、受信する手段を備え、前記受信したシグナリングは、前記測定期間を設定
するための設定データを含み、前記設定データに従って前記測定期間を開始し、前記測定
データ及び前記位置関連データを取得し、かつ、当該取得したデータをデータログに格納
する手段と、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認しているか否
かについて、回収されたユーザ承認情報から判定する手段と、前記移動通信装置のユーザ
が前記位置関連データの提供を承認していることを前記回収されたユーザ承認情報が示す
場合、前記データログが利用可能であることを示すメッセージを生成し、かつ、前記他の
通信装置へ送信する手段と、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承
認していないことを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合、前記データログが利用可
能でないことを示すメッセージを生成し、かつ、前記他の通信装置へ送信する手段と、を
備える。
【００５７】
　本発明の他の例示的態様によれば、次の手段を備える移動通信装置が提供される。すな
わち、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データを取得するために
、他の通信装置から、シグナリング（signalling）を受信する手段と、前記移動通信装置
のユーザが前記位置関連データの提供を承認しているか否かについて示す情報を検索する
手段と、前記受信したシグナリングに応答して、ユーザが前記位置関連データの提供を承
認しているか又は非承認としているかを示す応答メッセージを送信する手段と、を備える
。
【００５８】
　前記受信したシグナリングは、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測
定データと、前記測定データに関連する位置（location）を特定するための位置関連デー
タ（location related data）とを取得するために測定期間を開始するためのシグナリン
グを含むとよい。
【００５９】
　本発明の他の例示的態様によれば、次の手段を備える移動通信装置が提供される。すな
わち、前記移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、前記測定デー
タに関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（location related dat
a）とを取得するために測定期間を開始するためのシグナリング（signalling）を、他の
通信装置から、受信する手段を備え、前記受信したシグナリングは、前記測定期間を設定
するための設定データを含み、前記移動通信装置がアイドル状態である期間中に前記測定
データが取得されるべきであること、又は、前記移動通信装置が接続状態である期間中に
前記測定データが取得されるべきであること、を示し、前記移動通信装置がアイドル状態
である期間中に前記測定データが取得された場合に、前記移動通信装置は、前記移動通信
装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認しているか否かについて、回収されたユ
ーザ承認情報から判定し、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を承認
していることを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合に、前記設定データに従って前
記測定期間を開始し、前記測定データ及び前記位置関連データを取得し、かつ、当該取得
したデータをデータログに格納し、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提
供を承認していないことを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合に、前記設定データ
に従って前記測定期間を開始せずに、前記設定データを無視（disregard）し、前記移動
通信装置が接続状態である期間中に前記測定データが取得された場合に、前記移動通信装
置は、前記測定期間を開始し、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を
承認しているか否かについて、回収されたユーザ承認情報から判定し、前記移動通信装置
のユーザが前記位置関連データの提供を承認していることを前記回収されたユーザ承認情
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報が示す場合に、前記測定データ及び前記位置関連データを取得し、かつ、当該取得した
データをデータログに格納し、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提供を
承認していないことを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合に、前記位置関連データ
なしに前記測定データを取得し、かつ、当該取得したデータをデータログに格納し、前記
他の通信装置へ前記データログを送信する。
【００６０】
　前記移動通信装置がアイドル状態である期間中に前記測定データが取得されるべきであ
る場合に、前記移動通信装置は、（例えば、前記移動通信装置のユーザが前記位置関連デ
ータの提供を承認していないことを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合に）前記設
定データに従って前記測定期間を開始せずに、前記無視された設定データを保持するとよ
い。
【００６１】
　前記ユーザ情報の提供を前記ユーザが承認していないことを示すことから、前記ユーザ
情報の提供を前記ユーザが承認していることを示すことへ、前記ユーザ承認情報が変更し
た場合に、前記移動通信装置は、さらに、前記保持された設定データに従って前記測定期
間を開始し、前記測定データ及び前記位置関連データを取得し、及び／又は、当該取得し
たデータをデータログに格納するとよい。
【００６２】
　前記移動通信装置がアイドル状態である期間中に前記測定データが取得されるべきであ
る場合に、前記移動通信装置は、（前記移動通信装置のユーザが前記位置関連データの提
供を承認していないことを前記回収されたユーザ承認情報が示す場合に）前記無視された
設定データを削除するとよい。
【００６３】
　本発明の他の例示的態様によれば、次の手段を備える通信装置が提供される。すなわち
、移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、前記測定データに関連
する位置（location）を特定するための位置関連データ（location related data）とを
取得するために測定期間を開始するために前記移動通信装置へシグナリングする（signal
ling）手段を備え、前記位置関連データは、前記測定結果を取得する前記移動通信装置の
地理的な位置を特定するための詳細な位置データを含み、前記詳細な位置データを用いず
に前記詳細な位置データの代わりに、新たな位置関連データを用いて、前記測定データを
含むデータログを、前記移動通信装置から受信する手段、を備える。
【００６４】
　前記移動通信装置は、移動通信装置群から選択された一つであるとよく、前記通信装置
は、各選択された移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、前記測
定データに関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（location relat
ed data）とを取得するために移動通信装置群からの追加の選択を特定する手段をさらに
備え、前記詳細な位置データの代わりに送信される前記新たな位置関連データを考慮して
前記追加の選択がされるとよい（例えば、前記詳細な位置データの代わりに送信される前
記新たな位置関連データの存在は、ユーザの非承認を示すとよい。）。
【００６５】
　本発明の他の例示的態様によれば、次の手段を備える通信装置が提供される。すなわち
、各選択された移動通信装置が位置する領域内の通信状態を示す測定データと、前記測定
データに関連する位置（location）を特定するための位置関連データ（location related
 data）とを取得するために、少なくとも１つの前記移動通信装置の選択を特定する手段
と、前記測定データ及び前記位置関連データを取得するために測定期間を開始するために
選択された移動通信装置のそれぞれへシグナリングする（signalling）手段と、ユーザが
前記位置関連データの提供を承認しているか又は非承認としているかを示すメッセージを
、シグナリングされた移動装置のそれぞれから受信する手段と、選択された移動通信装置
のそれぞれが位置する領域内の通信状態を示す測定データと、前記測定データに関連する
位置を特定するための位置関連データを取得するために移動通信装置の群の追加の選択を
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特定する手段と、を備え、前記承認又は非承認を考慮して前記追加の選択がされる。
【００６６】
　本発明の他の例示的態様によれば、次の手段を備えるネットワークエンティティが提供
される。すなわち、移動通信装置のユーザの承認（consent）又は非承認(non-consent)を
示すメッセージを、測定期間の間に前記移動通信装置により取得される測定データを用い
た位置関連データ（location related data）の提供のために、通信装置から受信する手
段と、前記移動通信装置又は前記ユーザを特定する（identify）情報と関連して前記承認
又は非承認を示すユーザ承認情報を格納する手段と、選択された移動通信装置のそれぞれ
が位置する領域内の通信状態を示す測定データを取得するために移動通信装置の選択の目
的に利用可能な前記ユーザ承認情報と、前記測定データに関連する位置（location）を特
定するための位置関連データ（location related data）とを提供する手段と、を備える
。
【００６７】
　本発明の態様は、例えば、前記態様で説明されたような方法及び上述の又は引用される
複数の請求項内で設計される実現性を実行するために、プログラム可能なプロセッサをプ
ログラムし、及び／又は、任意の請求項に引用される装置を提供するために、適切に適合
されたコンピュータをプログラムする、格納された命令群を有するコンピュータ可読媒体
のような、コンピュータプログラムプロダクトにまで及ぶ。
【発明の効果】
【００６８】
　本発明によれば、上記の問題に対処するか、少なくとも軽減する、改良された通信シス
テム、関連の改良された通信装置、及び、これらの装置により実行される方法を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】図１は、簡略化した概観における通信システムの概略図を示す。
【図２】図２は、図１に示すシステムの一部を形成する移動通信装置の簡略化したブロッ
ク図を示す。
【図３】図３は、図１に示すシステムの一部を形成する無線ネットワーク制御局 （ＲＮ
Ｃ）の簡略化したブロック図を示す。
【図４】図４は、図１に示すシステムの一部を形成する基地局の簡略化したブロック図を
示す。
【図５】図５は、図１に示すシステムの一部を形成するエレメントマネージャ（element 
manager、ＥＭ)の簡略化したブロック図を示す。
【図６】図６は、走行試験の最小化（ＭＤＴ）のために通信システム１により実装された
手順を示す上位レベルのフローチャートである。
【図７】図７は、図６の測定有効化フェーズ及び測定設定フェーズに実装される加入者及
び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【図８】図８は、ＵＴＲＡＮのための図６の測定記録フェーズ、測定報告フェーズ及び報
告蓄積フェーズに実装される加入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図
である。
【図９】図９は、Ｅ－ＵＴＲＡＮのための図６の測定記録フェーズ、測定報告フェーズ及
び報告蓄積フェーズに実装される加入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミン
グ図である。
【図１０】図１０は、一実施形態にかかる図６の測定有効化フェーズに実装される加入者
及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【図１１】図１１は、図１０の実施形態にかかる図６の測定設定フェーズに実装される加
入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【図１２】図１２は、図１０の実施形態にかかる図６の測定記録フェーズに実装される加
入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
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【図１３】図１３は、図１０の実施形態にかかる図６の測定報告フェーズに実装される加
入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【図１４】図１４は、他の実施形態にかかる図６の測定設定フェーズに実装される加入者
及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【図１５】図１５は、図１４の実施形態にかかる図６の測定記録フェーズに実装される加
入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【図１６】図１６は、図１４の実施形態にかかる図６の測定報告フェーズに実装される加
入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【図１７】図１７は、他の実施形態にかかる図６の測定設定フェーズに実装される加入者
及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【図１８】図１８は、図１４の実施形態にかかる図６の測定報告フェーズに実装される加
入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【発明を実施するための形態】
【００７０】
　この明細書（請求項に含まれる用語）内に開示され、及び／又は、図面に示された各特
徴は、任意の他の開示され、及び／又は、示された特徴と独立して（又は、結合して）本
発明に包含され得る。特に制限されないが、特定の独立請求項に従属する任意の請求項の
特徴は、任意の結合又は単独の独立請求項に取り込まれ得る。
【００７１】
　図面に関する本発明の記述は、ほんの一例である。
【００７２】
　添付して提出された要約の文章は、明細書の一部としてここに繰り返される。本発明の
例示的態様では、測定データと測定データに関連する位置を特定するための位置関連デー
タ（location related data）とを取得するためのＭＤＴ測定期間（MDT measurement ses
sion）を開始するために、移動通信装置が基地局又は無線ネットワーク制御局からＭＤＴ
設定要求を受信する通信システムが提供される。前記移動通信装置は、記憶部内のユーザ
承認インジケータ（user consent indicator）を確認し、ユーザ承認インジケータが、位
置関連データの提供を当該移動通信装置のユーザが承認していることを示す（indicate）
ものである場合にのみ、位置関連データを提供する。
【００７３】
　ここに記載される例示的な実施形態は、走行試験の要件を最小化するために、ＵＴＲＡ
Ｎ（Universal Terrestrial Radio Access Network）、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Evolved Univer
sal Terrestrial Radio Access Network）、又は、他の類似する無線アクセスネットワー
クにおける制御プレーンアーキテクチャ（Control Plane architecture）を用いたＵＥ無
線測定結果（UE radio measurements）の自律的収集を提供する。それ故、記載されるＭ
ＤＴ実行手順は、ネットワークパフォーマンスを最適化し（例えば、カバレッジホールを
検出し）、かつ、ネットワーク設計を改善するために、ネットワークオペレータにより潜
在的に使用され得る。また、ここに記載されるＭＤＴ実行手順は、ＭＤＴの目的（MDT pu
rposes）のためにネットワークオペレータによるＵＥ無線測定結果の収集という状況で、
ＵＥのユーザのプライバシーを保護するための対策、及び、特に、ユーザの位置の報告を
制御するための対策を含む。
【００７４】
　ここに記載される例示的な実施形態は、特に、ＬＴＥ(Long Term Evolution)無線技術
のためのＭＤＴ実行手順の実装に関する。より具体的には、当該実施形態は、例えば、Ｅ
－ＵＴＲＡＮを経由してＥｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＥＰＳ）にアク
セスするために適した送受話器（handset）（又は、他のユーザ装置（ＵＥ））のような
端末装置を備える移動通信装置におけるＭＤＴ実行手順の実装に関する。また、ここに記
載される実施形態は、特に、ＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunications System）
無線技術のためのＭＤＴ実行手順の実装、及び、ＵＴＲＡＮを経由してコアネットワーク
（CN)にアクセスするために適した端末／ユーザ装置におけるＭＤＴ実行手順の実装にも
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関連する。
【００７５】
　概観
　図１は、１においておおまかに、移動（セルラー方式）通信システムを概略的に示す。
複数の移動通信装置（以下、「ユーザ装置群（ＵＥ群）」ともいう。）３－１，３－２・
・・３－ｎのユーザは、ＵＭＴＳ無線アクセスネットワーク２－１（ＵＴＲＡＮ）又はＬ
ＴＥ無線アクセスネットワーク２－２（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）、及び、それぞれのネットワー
クコア８－１、８－２（ＵＴＲＡＮ２－１についてはコアネットワーク（ＣＮ）８－１、
及び、Ｅ－ＵＴＲＡＮ２－２についてはＥｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ（ＥＰ
Ｃ）８－２）を経由して、他のユーザ（不図示）と通信できる。
【００７６】
　各無線アクセスネットワーク２－１及び２－２は、それぞれ基地局５－１及び５－２を
備える。ＵＴＲＡＮ２－１の基地局５－１は、いわゆる「ＮｏｄｅＢ」を備え、Ｅ－ＵＴ
ＲＡＮ２－２の基地局５－２は、いわゆる「ｅＮｏｄｅＢ」（ｅＮＢ）を備える。ＵＴＲ
ＡＮ２－１は、さらに、無線ネットワーク制御局 （ＲＮＣ）７を備える。Ｅ－ＵＴＲＡ
Ｎ２－２の無線ネットワーク機能がｅＮｏｄｅＢ５－２内の基地局機能に統合されるため
、単独のＲＮＣは、Ｅ－ＵＴＲＡＮ２－２に現わされない。
【００７７】
　通信システム１のデバイスは、選択されたＵＥ群３が適切な無線測定結果を取得し、適
切に関連した位置情報と共に、それらをネットワーク２へ報告するという、走行試験の要
件を最小化するためのＭＤＴ実行手順を採用する。ＲＮＣ７及びｅＮＢ２－２は、ＭＤＴ
測定結果収集に参加（participation）するためのＵＥ群３を選択する、及び、選択され
たＵＥ群３内でＭＤＴ測定のＭＤＴ設定を管理する責任を負っている。
【００７８】
　通信システム１のデバイスは、２種類の異なるＭＤＴ測定結果：「記録型ＭＤＴ（logg
ed MDT）」及び「即時型ＭＤＴ（immediate MDT）」を設定する。「記録型ＭＤＴ」は、
ＵＥ３がアイドルモード（idle mode）（例えば、ネットワークとの無線接続が未確立で
ある）である場合に、測定結果がＵＥ３により取得され、かつ、記録（log）されるＭＤ
Ｔ実行手順を指す。「即時型ＭＤＴ」は、ＵＥ３が接続モード（connected mode）である
間（すなわち、ネットワークとの無線接続が確立している間）、基本的に要求に応じて、
測定結果がＵＥ３により取得され、記録（log）され、かつ、報告されるＭＤＴ実行手順
を指す。
【００７９】
　ＭＤＴ実行手順は、特に、以下のタイトルの第３世代標準化プロジェクトの技術仕様（
3rd Generation Partnership Project technical specifications (TS)）に記載されたい
わゆる「加入者及び装置のトレース」（subscriber and equipment trace）機能の周辺に
基づくものである。
　ＴＳ　３２．４２１：「加入者及び装置のトレース：トレースの概念及び要件」
　ＴＳ　３２．４２２：「加入者及び装置のトレース：トレースの制御及び設定管理」
　ＴＳ　３２．４２３：「加入者及び装置のトレース：トレースのデータ定義及び管理」
【００８０】
　加入者及び装置のトレース機能は、１つ以上の特定の移動通信装置に対して、呼レベル
で非常に詳細な情報を提供するために適用される。前記機能は、より一般的なパフォーマ
ンス測定に対する追加の情報源を示し、より多様な監視及び最適化操作を可能にする。（
恒久的な情報源を意味する）より一般的なパフォーマンス測定とは違って、トレースは、
限定的な期間及び特定の分析目的のための要求に応じて有効化（activate）される。それ
故、トレースは、例えば、ＵＥの故障の根本的原因を究明すること、高度なトラブルシュ
ーティング、リソース使用及び品質の最適化、ＲＦカバレッジの制御及び容量の向上、呼
切断の分析、コアネットワーク及びＵＴＲＡＮの終端間のＵＭＴＳ手順の検証といった行
為（activities）のために特別に有益なツールを示す。
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【００８１】
　トレース機能の実装に従って、各ネットワークコア８は、最も関連のあるもののみとし
て示される複数の機能的／論理的エンティティを含む。ＵＴＲＡＮ２－１のコアネットワ
ーク８－１は、エレメントマネージャ（Element Manager、ＥＭ）１１-１及びトレース収
集エンティティ (Trace Collection Entity、ＴＣＥ)１３－１を備える。Ｅ－ＵＴＲＡＮ
２－２のＥＰＣ８－２は、移動性管理エンティティ（ＭＭＥ）９、エレメントマネージャ
（ＥＭ）１１－２、及びトレース収集エンティティ（ＴＣＥ）１３－２を備える。
【００８２】
　複数のＥＭ１１は、（ＵＴＲＡＮ２－１の場合）ＲＮＣ７、又は、（Ｅ－ＵＴＲＡＮ２
－２の場合）ｅＮＢ５－２におけるＵＥのＭＤＴ測定の設定を管理することを含む、ネッ
トワークエレメント内でトレース機能の設定を管理する役割のネットワーク管理エンティ
ティである。複数のＥＭ１１は、測定結果が取得される間のトレースセッションを有効化
及び無効化する責任を負っている。
【００８３】
　ＴＣＥ１３は、それぞれの基地局５（及びＵＴＲＡＮ２－１についてはＲＮＣ７）を経
由して受信された時に、ＵＥ測定結果の収集及び照合を管理するネットワークエンティテ
ィである。各ＴＣＥ１３は、それぞれのＥＭ１１とは独立して設置可能であり、又は、同
じ装置内のＥＭ１１に共同設置可能である。
【００８４】
　ＭＭＥ９は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ２－２のための制御ノード（control node）であり、Ｅ－
ＵＴＲＡＮが恒久ＵＥアイデンティティ（permanent UE identity）を利用可能にしない
場合、トレース収集エンティティ１３－２へＭＤＴ測定結果が選択され、かつ、設定され
るＵＥ群３のために、ＭＤＴとの関連で、恒久ＵＥアイデンティティ（例えば、IMSI/IME
I(SV), International Mobile Subscriber Identity, International Mobile Equipment 
Identity (Software Version))を示す。
【００８５】
　ＭＤＴの要件に従って、例えば無線受信レベルのような無線測定結果に加えて、各ＵＥ
３は、例えば（利用可能な）衛星を利用した位置情報（positional information）（例え
ば、GNSS/GPS の位置情報）のような詳細な位置情報（location information）と、場合
により（possibly）高度情報（altitude information）、及び／又は、（例えば、詳細な
位置情報が利用不可能な場合）隣接セルに対するＲＦ特徴情報（RF fingerprint informa
tion）を含む、位置関連情報を提供可能である。
【００８６】
　各ＵＥ３は、ＵＥ３の無線（無線リソース制御：radio resource control (RRC)）レイ
ヤで提供され、かつ、ＵＥ３のアプリケーションレイヤにより提供される情報を用いて更
新され得るパラメータを備える「ユーザ承認（user consent）」インジケータが提供され
る。ユーザ承認インジケータ（user consent indicator）は、ユーザがＭＤＴの目的で、
位置関連情報の取得及び送信（transmission）の承認をするか否かを示すために、ＵＥ３
のユーザにより設定され得る。ユーザ承認インジケータは、そのようなデータの提供を承
認していることを示す「承認」、又は、そのような承認の欠如を示す「非承認」が設定さ
れ得る。例えば、ＵＥに電源が入れられる時、登録されたネットワークを変更する時、又
は、登録されたネットワークの範囲内で位置エリア（location area）を変更する時のよ
うなある時期に、承認インジケータのステータスを設定し、及び／又は、修正するための
オプションが、前記ユーザには提供される。ユーザは、手動でも承認インジケータを設定
及び更新し得る。
【００８７】
　それ故、運用中に、ユーザ承認インジケータは、（例えば、地上波公共移動通信ネット
ワーク(public land mobile network (PLMN))を変更する時、及び／又は、ＰＬＭＮの範
囲で位置エリアを変更する時）各ＭＤＴ設定のために、ＵＥ３の無線（radio resource c
ontrol (RRC)）及びアプリケーションレイヤ内で、設定され得る。特に、ＲＲＣレイヤが
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ＭＤＴ設定を受信する場合、アプリケーションレイヤがユーザに承認（又は、承認の欠如
）を確認することを指示できるように、インジケーション（indication）は、ＭＤＴの目
的で、位置関連情報が要求されるアプリケーションレイヤに与えられ得る。その時、ＲＲ
Ｃレイヤは、ユーザの位置を実際に記録する（log）前に、ユーザの確認を待つ。
【００８８】
　ユーザが位置関連データの提供を承認していない（承認インジケータが「非承認」に設
定される）場合、ＵＥ３は、詳細なユーザ位置又はその他の位置関連情報（例えば、無線
周波数特徴（radio frequency fingerprints））の記録／報告を抑制する。それにもかか
わらず、ＵＥ３は、位置関連情報がＭＤＴ報告から除外された状態で、ＭＤＴの目的（例
えば、無線受信レベル等のような無線測定の結果）のために有益な他の情報を未だ、報告
し得る。
【００８９】
　ユーザが位置関連データの提供を承認している（承認インジケータが「承認」に設定さ
れる）場合、又は、承認が「非承認」から「承認」へ更新される場合、ＵＥ３は、位置関
連情報の記録／報告を開始（又は、再開）する。前記承認が「承認」から「非承認」へ更
新され、かつ、任意の位置関連情報がすでに記録されている場合、ＵＥ３は、ネットワー
クへそれらを送信することを防ぐため、記録情報をフラッシュ（flush）することができ
、また、ＭＤＴ情報の報告を要求された場合に空のＭＤＴ測定結果の報告をもって応答す
ることができる。
【００９０】
　ＵＥ３は、ログの利用可能インジケーション（log availability indication）を（例
えば、ＲＲＣ接続セットアップ、ＲＲＣ接続再設定、ＲＲＣ接続再確立時に）含まないこ
とにより、既存のＲＲＣメッセージ内で回収される（to be retrieved）ログが存在しな
いということをネットワークへ示すこともできる。結果的に、ユーザ承認インジケータは
「非承認」が設定され、かつ、ログが利用可能であることを示すために用いられ得るメッ
セージが送信される状況が生じる場合、ＵＥ３は、回収されるログが存在しないことを示
す。
【００９１】
　ＭＤＴの目的でのＵＥ群３のＲＡＮ選択の目的のために、ＲＡＮ２－１、２－２は、空
のＭＤＴ報告を受信する時、又は、位置関連データが除外される（例えば、詳細な位置情
報、及び／又は、無線周波数特徴（radio frequency fingerprints）が欠落している）Ｍ
ＤＴ報告を受信する時、代わりの（又は、場合により追加的な）ＵＥ群３が選択される必
要があるということを推定できる。それ故、ＲＡＮ２－１、２－２は、ユーザが位置関連
情報の提供を承認していたＵＥ群３の選択を保証するために、ＵＥ群３を再選択すること
により、ユーザ承認の欠如を積極的に対応することが可能である。
【００９２】
　それに応じて、通信システム１は、選択されたＵＥ群３からの無線測定結果及び位置関
連情報の取得により、カバレッジ問題（coverage problems）が検出され、及び、正確に
位置が特定されることを可能にする、しかし、ユーザのプライバシーのために一見すると
対立する要求と、そのような位置情報の必要性とのバランスを取る。
【００９３】
　移動通信装置
　図２は、図１の移動通信装置３ (UE)の主要コンポーネントを概略的に示す。図のよう
に、当該移動通信装置は、信号を送信し、基地局５から１以上のアンテナ２２５を経由し
て信号を受信することができる送受信回路２２３を含む携帯電話３を備える。図のように
、移動通信装置３は、移動通信装置３の動作を制御し、送受信回路２２３、並びに、拡声
器２２９、マイク２３１、表示部２３３及びキー操作部２３５と接続されるコントローラ
２２７も含む。コントローラ２２７は、記憶部２３７内に格納されたソフトウェア命令群
（software instructions）に従って動作する。図のように、これらのソフトウェア命令
群は、とりわけ、オペレーティングシステム２３９、通信モジュール２４１、ユーザ承認
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モジュール２４３、及びトレース管理モジュール２４５を含む。
【００９４】
　通信モジュール２４１は、基地局５と通信されるシグナリング（signalling）（例えば
、無線リソース制御シグナリング（radio resource control signalling））の受信、送
信及び解析を管理する。ユーザ承認モジュール２４３は、ユーザ承認インジケータを保持
（maintain）し、ユーザ承認インジケータの設定及び更新を含む。ユーザ承認モジュール
２４３は、承認インジケータを設定／更新するようにユーザに（例えば、表示部２３３、
及び／又は、拡声器２２９経由で）指示することを管理し、承認インジケータを設定／更
新するためのユーザ入力（例えば、キー操作部２３５経由）の受信をも管理する。トレー
ス管理モジュール２４５は、ＭＤＴの目的のためのトレースセッションの設定、（新規の
測定を始めるか、又は、記憶部から以前の測定の結果を検索することにより）ＭＤＴの目
的で要求される測定結果及び位置情報の取得、ＭＤＴ測定結果及び位置関連情報の報告、
及び、（例えば、「承認」から「非承認」へ承認インジケータの更新が発生した場合）Ｍ
ＤＴ測定ログ（measurement logs）のフラッシュを含む、移動通信装置３上のトレースセ
ッションを管理する。
【００９５】
　ＵＴＲＡＮ（ＮｏｄｅＢ及びＲＮＣ）
　当業者に十分明らかなように、ＵＴＲＡＮ２－１の主要制御コンポーネントは、ＲＮＣ
７である。基地局（ＮｏｄｅＢ）５－１は、無線周波数送信機、無線周波数受信機、及び
、ＵＥ３群を用いた直接的な通信用の１以上のアンテナを備える。しかしながら、Ｎｏｄ
ｅＢ５－１は最小限の機能を有し、ＲＮＣ７により制御される。
【００９６】
　図３は、図１に示すＲＮＣ７の主要コンポーネントを示すブロック図である。図のよう
に、ＲＮＣ７は、信号を送信し、移動通信装置３から基地局インタフェース３５３及びＮ
ｏｄｅＢ５－１の１以上のアンテナを経由して信号を受信することができる送受信回路３
５１を備える。送受信回路３５１は、ネットワークインタフェース３０８を経由してコア
ネットワーク８－１のＥＭ１１－１及びトレース収集エンティティ１３－１と通信するこ
ともできる。
【００９７】
　送受信回路３５１の動作は、記憶部３５９に格納されたソフトウェアに従って、コント
ローラ３５７により制御される。前記ソフトウェアは、とりわけ、オペレーティングシス
テム３６１、通信モジュール３１９、ＵＥ選択モジュール３６３及びトレース管理モジュ
ール３６５を含む。
【００９８】
　通信モジュール３１９は、基地局インタフェース３５３を経由した移動通信装置３との
通信、及び、ネットワークインタフェース３０８を経由したコアネットワーク８－１との
通信を管理することができる。ＵＥ選択モジュール３６３は、ＭＤＴの目的でＵＥ３群の
選択を管理する。トレース管理モジュール３６５は、コアネットワーク８－１内のＥＭ１
１－１からのトレースセッション通信の処理、ＵＥ３におけるＭＤＴの目的のためのトレ
ースセッションの設定の管理、及び、ＭＤＴ測定結果の報告の受理及び処理を含む、ＲＮ
Ｃ７内のトレースセッションを管理する。
【００９９】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ（ｅＮｏｄｅＢ）
　図４は、図１に示すｅＮｏｄｅＢ５－２の主要コンポーネントを示すブロック図である
。図のように、基地局５－２は、信号を送信し、移動通信装置３から１以上のアンテナ４
５３を経由して信号を受信することができる送受信回路４５１を備える。送受信回路４５
１は、ネットワークインタフェース４０８を経由してＥＰＣ８－２のＭＭＥ９、ＥＭ１１
－２及びトレース収集エンティティ１３－２と通信することもできる。
【０１００】
　送受信回路４５１の動作は、記憶部４５９に格納されたソフトウェアに従って、コント
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ローラ４５７により制御される。前記ソフトウェアは、とりわけ、オペレーティングシス
テム４６１、通信モジュール４１９、ＵＥ選択モジュール４６３及びトレース管理モジュ
ール４６５を含む。
【０１０１】
　通信モジュール４１９は、アンテナ４５３を経由した移動通信装置３との通信、及び、
ネットワークインタフェース４０８を経由したＥＰＣ８－２との通信を管理することがで
きる。ＵＥ選択モジュール４６３は、ＭＤＴの目的でＵＥ３群の選択を管理する。トレー
ス管理モジュール４６５は、ＥＰＣ８－２内のＥＭ１１－２からのトレースセッション通
信の処理、ＵＥ３におけるＭＤＴの目的のためのトレースセッションの設定の管理、及び
、ＭＤＴ測定結果の報告の受理及び処理を含む、基地局５－２内のトレースセッションを
管理する。
【０１０２】
　エレメントマネージャ
　図５は、図１に示す複数のＥＭ１１の主要コンポーネントを示すブロック図である。図
のように、エレメントマネージャは、信号を送信し、通信インタフェース５５３を経由し
て他のネットワークエンティティから信号を受信することができる送受信回路５５１を備
える。
【０１０３】
　送受信回路５５１の動作は、記憶部５５９に格納されたソフトウェアに従って、コント
ローラ５５７により制御される。前記ソフトウェアは、とりわけ、オペレーティングシス
テム５６１、通信モジュール５１９及びトレース管理モジュール５６５を含む。
【０１０４】
　通信モジュール５１９は、通信インタフェース５５３を経由した他のネットワークエン
ティティ（例えば、ＮｏｄｅＢ５－１／ＲＮＣ７、又は、ｅＮｏｄｅＢ５－２）との通信
を管理することができる。トレース管理モジュール５６５は、トレースセッションの有効
化及び終了、並びに、ＲＡＮ２－１及び２－２等へのトレースセッション要求（ＵＥのＭ
ＤＴ設定情報を含む）の通信を含む、トレースセッションを管理する。
【０１０５】
　ＭＤＴ実行手順　－　概観
　図６は、ＭＤＴ機能を実装するために、通信システム１により実装された手順を示す上
位レベルのフローチャートである。
【０１０６】
　図６に見られるように、前記手順は、ＭＤＴ測定の目的でＵＥ３群を選択するＲＡＮ２
へ要求するＥＭ１１により、ＭＤＴの目的でトレースセッションが有効化（activate）さ
れる、ＭＤＴ測定有効化フェーズ（MDT measurement activation phase）（Ｓ１）から開
始する。その結果、ＲＡＮ２は、測定目的で少なくとも１つのＵＥ３を選択する。
【０１０７】
　ＭＤＴ測定有効化フェーズ（Ｓ１）に続いて、ＲＡＮ２が前記選択されたＵＥ３群のそ
れぞれに設定を行う期間である、ＭＤＴ測定設定フェーズ（MDT measurement configurat
ion phase）（各選択されたＵＥ３－１から３－ｎのそれぞれに対するＳ２－１からＳ２
－ｎ）が開始（enter）される。
【０１０８】
　ＭＤＴ測定設定フェーズ（Ｓ２）におけるＵＥ３への設定後、前記手順は、選択された
ＵＥ３が要求された無線測定結果を記録し、（ユーザ承認結果に依存する）位置関連情報
を取得する期間である、ＭＤＴ測定記録フェーズ（MDT measurement logging phase）（
各選択されたＵＥ３－１から３－ｎのそれぞれに対するＳ３－１からＳ３－ｎ）に入る。
【０１０９】
　ＭＤＴ測定記録フェーズ（Ｓ３）において、選択されたＵＥ３により測定結果及び任意
の位置関連情報が取得されると、ＭＤＴ測定報告フェーズ（MDT measurement reporting 
phase）（Ｓ４）において、選択されたＵＥ（３）は、測定結果／（ユーザ承認結果次第
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で）位置関連情報を報告する。例えば、ＵＥ３が記録型ＭＤＴ測定結果を報告することを
ＲＡＮ２が要求する場合に、当該測定報告が生じ得る。
【０１１０】
　測定結果／位置関連情報がＲＡＮ２へ報告された後、ＭＤＴ測定記録蓄積フェーズ（MD
T measurement record compilation phase）（Ｓ５）において、ＲＡＮ２は、全ての選択
されたＵＥ３に対する情報を蓄積するＴＣＥ１３へ報告された情報を送信する。
【０１１１】
　図６の手順の様々なステージが実装され、それぞれ異なる利益を提供する多数の異なる
アプローチが存在する。これらのことは、第１の「最小影響」アプローチとして、ユーザ
が位置関連情報の提供を承認していない場合、ＵＥ３は記録型ＭＤＴ測定（logged MDT m
easurements）を行わず、（例えば、接続モード移動性目的（connected mode mobility p
urposes）のために）即時型ＭＤＴ測定（immediate MDT measurements）を行うが、ユー
ザ位置情報を報告しないこと、第２の「ＵＥ管理」アプローチとして、ＵＥ３は位置関連
情報の記録を含む記録型ＭＤＴ測定を行うが、ユーザが位置関連情報の提供を承認してい
ない場合、位置関連情報がユーザ位置情報（user location information）内に含まれな
いことをＵＥ３は保証すること、及び、第３の「システム管理」アプローチとして、ＵＥ
３はネットワークへユーザ承認又は承認の欠如を示し（及び承認の変更のイベントにおい
てネットワークを更新する）、ネットワークは承認の現在状況に基づいてＭＤＴ測定のた
めにＵＥ３群の選択を管理することを、含む。
【０１１２】
　理解しやすくするために、上記３つの異なる各アプローチを実装するための個別の実施
形態をさらに説明する前に、ＭＤＴを実装するための汎用のプロセスが最初に述べられる
。
【０１１３】
　加入者及び装置のトレース手順　－　概観
　図７から９は、図６のステップＳ１からＳ５を実装する際の使用に適した手順であり、
通信ネットワークに基づくＵＴＲＡＮ２－１及びＥ－ＵＴＲＡＮ２－２のための一般的な
加入者及び装置のトレース手順を示す。
【０１１４】
　図７は、図６の有効化（Ｓ１）及び設定（Ｓ２）フェーズに実装される加入者及び装置
のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【０１１５】
　（Ｓ１）ＭＤＴ測定有効化（ＵＴＲＡＮ　／　Ｅ－ＵＴＲＡＮ）
　図７に示すように、ＥＭ１１は、(ＵＴＲＡＮの場合)ＲＮＣ７、又は、(Ｅ－ＵＴＲＡ
Ｎの場合)ｅＮＢ５－２へトレースセッション有効化要求（Trace Session activation re
quest）を送信する。この要求は、例えば、測定結果が収集されるべきセルのリストを特
定する情報と、デバイス能力要求条件（device capability requirements）（例えば、最
小のバッテリー状態、空きメモリ等）とを含み、そして（もし適切なら）要求されるＵＥ
能力（例えば、ＵＥカテゴリ等）と、取得されるべき測定のリスト等とを任意に含む、Ｕ
Ｅ測定を設定するためのパラメータを含む。
【０１１６】
　ＲＮＣ７及びｅＮＢ５－２は、ＥＭ１１からトレースセッション有効化要求を受信した
場合、トレースセッションを開始し、トレースセッションと関連する設定パラメータを保
存する。デバイス能力要求条件がトレースセッション中に与えられ、かつ、ＲＮＣ７及び
ｅＮＢ５－２が予めデバイス能力を収集（retrieve）していない場合に、ＲＮＣ７及びｅ
ＮＢ５－２は、セル（群）内で有効な全てのＵＥ３群からデバイス能力を収集する。
【０１１７】
　ＲＮＣ７及びｅＮＢ５－２は、ＭＤＴデータ収集のために適切なＵＥ３等を選択する。
当該選択は、ＵＥ３群から取得される実際のＵＥ能力を用いて、ＥＭ１１から受信するデ
バイス能力要求条件の比較に基づいている。デバイス能力が与えられない場合、ＵＥ選択
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は、ＭＤＴがＵＥ３によりサポートされるか否かを示すＵＥ能力に基づき実行され得る。
【０１１８】
　（Ｓ２）ＭＤＴ測定設定（ＵＴＲＡＮ　／　Ｅ－ＵＴＲＡＮ）
　ＵＥ群の選択後、ＲＮＣ７及びｅＮＢ５－２は、トレースセッション有効化／ＵＥ測定
設定シグナリングの送信により選択されたＵＥ３群におけるＭＤＴ機能を有効化する。こ
の動作の一部として、ＲＮＣ７及びｅＮＢ５－２は、トレース記録セッション参照（Trac
e Recording Session Reference）を割り当て、ＵＥへ適切な設定情報を送信する。
【０１１９】
　記録型ＭＤＴ（Logged MDT）の場合、設定情報は、以下を含み得る。例えば、「トレー
ス参照（Trace Reference）」、「トレース記録セッション参照（Trace Recording Sessi
on Reference）」及び、ＴＣＥのＩＰアドレス（IP Address of TCE）、記録間隔（loggi
ng Interval）、記録継続時間（logging duration）、及び／又は、絶対時間参照（absol
ute time reference）を含み得る。即時型ＭＤＴ（immediate MDT）の場合、当該情報は
、以下を含み得る。例えば、測定のリスト（list of measurement）、報告のトリガ（rep
orting trigger）、報告間隔（report interval）、報告量（report amount）、及び／又
は、イベント閾値（event threshold）（例えば、報告に基づくイベントが報告のトリガ
に設定される場合）を含み得る。これら全てのパラメータの定義が3GPP TS 32.422 V10.2
.0の発行文書に提供されることが当業者に十分明らかであろう。
【０１２０】
　図８及び９は、ＵＴＲＡＮ及びＥ－ＵＴＲＡＮのそれぞれに対する、図６の記録（Ｓ３
）、報告（Ｓ４）、及び、記録蓄積（Ｓ５）フェーズに実装される加入者及び装置のトレ
ース手順を示す一般的なタイミング図である。
【０１２１】
　（Ｓ３からＳ５）ＭＤＴ測定記録及び報告及び報告蓄積（ＵＴＲＡＮ）
　図８に見られるように、各ＵＥ３は、ＲＮＣ７からＭＤＴ設定情報を含むトレースセッ
ション有効化（Trace Session Activation）／ＵＥ測定設定（UE Measurement Configura
tion）シグナリングを受信する場合、ＵＥ３は受信した設定パラメータに基づくＭＤＴ測
定及び記録機能を開始する。
【０１２２】
　ＭＤＴ関連測定結果は、ＲＲＣシグナリングを用いて、ＲＮＣ７へ報告される。記録型
ＭＤＴの場合、ネットワークがその記録（ログ、log）を要求する時にＭＤＴ報告は実行
される。特に、アイドルモードで記録型ＭＤＴ測定（Logged MDT measurements）を行う
設定がされたＵＥ３は、ＲＲＣメッセージ（例えば、接続確立の間のＲＲＣ接続設定完了
メッセージ（RRC Connection Setup Complete message））内に１ビットインジケータを
用いてＭＤＴ測定が利用可能であること（availability）を示し得る。それから、ＭＤＴ
ログは、ＵＥ情報要求メッセージ（UE Information Request message）を送信するＲＮＣ
７により要求され得る。それから、ＭＤＴログは、ＵＥ情報応答メッセージ（UE Informa
tion Response message）内でＵＥ３により送信される。ＵＥ３は、記録型ＭＤＴの場合
に、ネットワークへのＭＤＴ報告と一緒に、トレース参照、トレース記録セッション参照
、及び、ＴＣＥ１３のＩＰアドレスを報告する。
【０１２３】
　ＲＮＣ７はＵＥ３からのＭＤＴ報告を受信した場合、ＲＮＣ７は、トレース記録へその
報告を書き込む（insert）。このように蓄積されたトレース記録は、トレース参照及びト
レース記録セッション参照に基づいて蓄積されるＴＣＥ１３へ（記録型ＭＤＴの場合に、
ＵＥ３から受信したＭＤＴ報告が特定されるように）転送される。
【０１２４】
　（Ｓ３からＳ５）ＭＤＴ測定記録及び報告及び報告蓄積（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）
　図９に見られるように、各ＵＥ３は、ｅＮｏｄｅＢ５－２からＭＤＴ設定情報を含むト
レースセッション有効化／ＵＥ測定設定シグナリングを受信する場合、ＵＥ３は受信した
設定パラメータに基づくＭＤＴ測定及び記録機能を開始する。
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【０１２５】
　ＭＤＴ関連測定は、ＲＲＣシグナリングを用いて、ｅＮｏｄｅＢ５－２へ報告される。
【０１２６】
　アイドルモードで記録型ＭＤＴ測定（Logged MDT measurements）を行う設定がされた
ＵＥ３は、ＲＲＣメッセージ（例えば、接続確立の間のＲＲＣ接続設定完了メッセージ（
RRC Connection Setup Complete message））内に１ビットインジケータを用いてＭＤＴ
測定が利用可能であること（availability）を示し得る。ｅＮｏｄｅＢ５－２は、ＵＥ３
へＵＥ情報要求メッセージを送信することにより、このインジケータに基づき記録測定結
果を回収（retrieve）することを決定できる。ＵＥは、ＵＥ情報要求メッセージ内に回収
されたＭＤＴログを伴って応答できる。ＵＥ３は、記録型ＭＤＴの場合に、ネットワーク
へのＭＤＴ報告と一緒に、トレース参照、トレース記録セッション参照及びＴＣＥ１３の
ＩＰアドレスを報告する。
【０１２７】
　それから、ｅＮｏｄｅＢ５－２は、ｅＮｏｄｅＢ５－２へＭＤＴ報告を報告した当該Ｕ
Ｅ３に対して、ＭＭＥ９が加入者アイデンティティ（ＩＭＳＩ、ＩＭＥＩ（ＳＶ））をＴ
ＣＥ１３へ送信することを要求するために、ＭＭＥ９に連絡する（contact）。
【０１２８】
　ｅＮｏｄｅＢ５－２は、ＲＲＣメッセージ内でＵＥ３からのＭＤＴ報告を受信した場合
、ｅＮｏｄｅＢ５－２は、トレース記録へそれを書き込む（insert）。このように蓄積さ
れたトレース記録は、トレース参照及びトレース記録セッション参照に基づいて蓄積され
るＴＣＥ１３へ（記録型ＭＤＴの場合に、ＵＥ３から受信したＭＤＴ報告が特定され）転
送される。
【０１２９】
　最小影響アプローチ
　図１０から１３は、上述した第１の「最小影響（minimal impact）」に実装される加入
者及び装置のトレース手順を示す。図１０から１３に示されるアプローチは、図７から９
に関して詳細に説明された一般的な加入者及び装置のトレース手順に基づいたものであり
、明確さのために、単独のＵＥ３のみが示され、手順の各ステップの完全な記述は繰り返
されない。
【０１３０】
　（Ｓ１）ＭＤＴ測定有効化
　図１０は、最小影響アプローチのための図６の測定有効化フェーズ（Ｓ１）に実装され
る加入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【０１３１】
　図１０に見られるように、測定有効化フェーズ（Ｓ１）は、図７の測定有効化フェーズ
（Ｓ１）に関して説明されたような手順に従う。しかしながら、今まで以上に詳しく、図
１０は、トレースセッション有効化／ＵＥ測定設定シグナリングで送信され得る設定パラ
メータの性質を示す。特に、ＵＥ設定パラメータは、ＵＴＲＡＮ／Ｅ－ＵＴＲＡＮ無線セ
ルのリスト、デバイス能力要求条件（例えば、最小バッテリ状態）、要求される測定のリ
スト、例えば、問題となっている無線技術に関して測定された無線受信レベル（ＬＴＥ用
のReference Signal Received Power/Reference Signal Received Quality (RSRP/RSRQ)
）、測定イベントに依存する報告トリガーのリスト（例えば、周期的なＲＳＲＰ／ＲＳＲ
Ｑ測定）、報告間隔（即時型ＭＤＴ用）、報告量（即時型ＭＤＴ用）、イベント閾値（即
時型ＭＤＴ用）、記録間隔（記録型ＭＤＴ用）、及び／又は、記録継続時間（記録型ＭＤ
Ｔ用）を含めても良い。
【０１３２】
　ＲＮＣ７及びｅＮＢ５－２は、ＥＭ１１からトレースセッション有効化要求を受信した
場合、トレースセッションを開始し、設定パラメータにリストされた各セル内で有効なＵ
Ｅ３群からデバイス能力（これらの能力は以前に収集されていなかった）を収集する前に
、関連する設定パラメータを保存する。ＲＮＣ７及びｅＮＢ５－２は、前述のように適切
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なＵＥ３群の選択を完了する。
【０１３３】
　（Ｓ２及びＳ３）ＭＤＴ測定設定及び報告（記録型ＭＤＴ用）
　図１１は、記録型ＭＤＴ測定の要求のイベントにおける図６の測定設定フェーズ（Ｓ２
）に実装される加入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。測定
設定フェーズ（Ｓ２）は、図７の測定設定フェーズ（Ｓ２）に関連して説明されたような
手順に概して従う。しかしながら、図１１は、最小影響アプローチにおいて、ＭＤＴの目
的のための位置情報についてのネットワークオペレータのニーズとユーザのプライバシー
の間の有益なバランスを提供するために、どのようにユーザ承認パラメータが使用される
かを、今まで以上に詳しく説明する。
【０１３４】
　図１１に見られるように、ＵＥ３は、記録型ＭＤＴ測定（Logged MDT measurement）を
開始するためのＲＲＣ記録型ＭＤＴ設定メッセージ（RRC Logged MDT Configuration mes
sage）を備えるトレースセッション有効化（Trace Session Activation）／ＵＥ測定設定
（UE measurement）シグナリングを受信する。しかしながら、任意の測定記録に携わる前
に、ＵＥ３のＲＲＣ層は、ユーザ承認インジケータの状態を判定する。
【０１３５】
　承認インジケータが「非承認」に設定される場合、ＵＥ３は任意の記録型ＭＤＴ（アイ
ドルモード）測定を実行せず、それ故、測定記録フェーズ（Ｓ３）へ入らないことを意味
して、記録型ＭＤＴ設定は放棄される。それ故、事実上、ＵＥ３は、設定メッセージを単
に無視する。他方、承認インジケータが「承認」に設定される場合、ＵＥは、図８及び図
９の測定記録フェーズ（Ｓ３）に関して説明されたような測定記録フェーズ（Ｓ３）にお
いて要求された記録型ＭＤＴ（アイドルモード）測定をＵＥが実行することを意味する「
記録型ＭＤＴ設定」パラメータを考慮してＭＤＴ設定を実行する。
【０１３６】
　（Ｓ２及びＳ３）ＭＤＴ測定設定及び報告（即時型ＭＤＴ測定）
　最小影響アプローチに対して、即時型ＭＤＴ測定の場合、その設定は、本質的に図７の
測定設定フェーズ（Ｓ２）に関して説明されたように進む（proceed）。
【０１３７】
　図１２は、即時型ＭＤＴ測定のイベントにおける図６の測定記録フェーズ（Ｓ３）に実
装される加入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。測定記録フ
ェーズ（Ｓ３）は、図８及び図９の測定記録フェーズ（Ｓ３）に関連して説明されたよう
な手順に概して従う。しかしながら、図１２は、最小影響アプローチにおいて、ＭＤＴの
目的のための位置情報についてのネットワークオペレータのニーズとユーザのプライバシ
ーの間の有益なバランスを提供するために、どのようにユーザ承認パラメータが使用され
るかを、今まで以上に詳しく説明する。
【０１３８】
　接続モードにおいて、測定は、ＭＤＴの目的又は他の何らかの一般的な目的（例えば、
接続モード移動性）であり得る。ＵＥ３が設定パラメータを受信した場合、ＵＥ３は、設
定情報内の「IncludeLocationRequest」情報から測定の目的を推測する。この状況では、
ＵＥ３は、ユーザ承認インジケータにかかわらず、ＭＤＴ無線測定を実行するだろう。
【０１３９】
　図１２に示す典型的な状況において、ＵＥのユーザ承認インジケータは、位置関連情報
の提供へのユーザ承認が抑制されていたことをユーザが示しているということを示す「非
承認」ステータスから始まる。図１２に見られるように、承認インジケータが「非承認」
に設定されたままであるにもかかわらず、ＵＥは無線情報を測定及び記録し続ける。しか
しながら、上位層から取得される詳細なユーザ位置情報は記録されず、隣接セルの測定か
ら取得される無線周波数特徴（radio frequency fingerprints）もまた記録されない。そ
の後、承認インジケータが「非承認」から「承認」へ変更した場合、ＵＥ３は、無線情報
、上位層から取得された詳細なユーザの位置、及び、隣接セルの測定から取得された無線
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周波数特徴を測定及び記録し始める。
【０１４０】
　さらにその後、承認インジケータが「承認」から「非承認」へ変更した場合、位置関連
情報がユーザの要望に反して不注意にネットワークへ送信されないことを保証するために
、承認インジケータが「承認」に設定された間に記録された任意の情報が、記憶部からフ
ラッシュされる。承認インジケータが「承認」から「非承認」へ変更した場合の記録情報
のフラッシシング（flushing）は接続モードＵＥ３について説明されたが、フラッシシン
グは記録型ＭＤＴ測定の送信を回避するために使用されてもよいことが明らかであるだろ
う。
【０１４１】
　（Ｓ４）ＭＤＴ測定報告（MDT measurement reporting）
　図１３は、最小影響アプローチのための図６の測定報告フェーズ（Ｓ４）に実装される
加入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【０１４２】
　測定報告フェーズ（Ｓ４）は、（ＲＡＮ２に依存する）図８及び図９の測定報告フェー
ズ（Ｓ４）に関して説明されたような手順に概して従う。しかしながら、図１３は、最小
影響アプローチにおいて、ＭＤＴの目的のための位置情報についてのネットワークオペレ
ータのニーズとユーザのプライバシーの間の有益なバランスを提供するために、どのよう
にユーザ承認パラメータが使用されるかを、今まで以上に詳しく説明する。
【０１４３】
　図１３に見られるように、記録型ＭＤＴ測定結果を収集していたＵＥ３が、回収される
べきＭＤＴ測定ログ（measurement logs）が利用可能であることを示す機会を有する場合
に、承認インジケータが「非承認」に設定されるなら、ＲＲＣメッセージは、ログが回収
されることができることを示さずに送信される。もしくは、承認インジケータが「承認」
に設定される場合、ＲＲＣメッセージは、そのようなログが回収されることができること
を示して送信される。ＭＤＴ測定が利用可能であることを示す機会は、例えば、上記のよ
うに接続確立の間のＲＲＣ接続設定完了メッセージ（RRC Connection Setup Complete me
ssage）に１ビットインジケータを設定する、又は、（無線リンク失敗復帰（Radio Link 
failure recovery）、及び、接続モード移動性にも適用される）ＲＲＣ接続再設定完了（
RRC Connection Reconfiguration Complete）に同様のインジケータを設定する機会を備
えても良い。
【０１４４】
　既存測定報告メッセージを用いて測定結果を報告する接続モードＵＥ３について、承認
インジケータが「非承認」のときでさえ、ＵＥ３は取得していた測定結果を報告する。し
かしながら、既存メッセージは、測定された無線情報を含むが、位置関連情報（たとえ、
この情報がＵＥ３で利用可能であるとしても）を含まないだろう。なぜならば、測定記録
フェーズ（Ｓ３）においてＭＤＴの目的でこの情報を記録していなかったためである。
【０１４５】
　万一、回収されるべき測定ログ（measurement logs）が存在するというインジケーショ
ンを送信した後に、承認インジケータが「承認」から「非承認」へ変更し、ネットワーク
がＲＲＣ　ＵＥ情報要求（RRC UE Information Request）メッセージを用いて当該測定ロ
グを要求する場合、ＵＥ３は、ＲＲＣ　ＵＥ情報報告（RRC UE Information Report）を
用いて応答するが、実在の測定ログを含む代わりに、空の記録型ＭＤＴ報告インジケーシ
ョンを含む。従って、ＲＮＣ７及びｅＮｏｄｅＢ５－２は、修正されたＵＥ選択が必要で
あることを空の報告から推測でき、それに応じて、必要な情報がＭＤＴの目的で取得され
得ることを保証するために、ＵＥ選択を修正する。
【０１４６】
　（Ｓ５）ＭＤＴ測定報告蓄積
　最小影響アプローチのために、ＭＤＴ測定報告蓄積フェーズ（Ｓ５）は、図８及び図９
に関してＭＤＴ測定報告蓄積フェーズ（Ｓ５）について説明された手順に従う。
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【０１４７】
　従って、要約すれば、最小影響アプローチにおいて、ＵＥは、ユーザ承認の場合にネッ
トワークからの任意の記録型ＭＤＴ設定要求を事実上無視する。そして、（例えば、ＵＥ
が、ログが回収用に利用可能であることを示していた時以来、承認が「非承認」へ変更し
ていた場合に）ＵＥは、ネットワークにより報告を要求された時に空のＭＤＴ測定報告を
行う。ＵＥは、ＲＲＣ　ＵＥ情報報告メッセージ内に空の記録型ＭＤＴ報告のインジケー
タを提供してもよい。
【０１４８】
　ＵＥ管理アプローチ（UE Managed Approach）
　図１４から１６は、上述した第２の「UE管理」アプローチを実装するための加入者及び
装置のトレース手順を示す。図１４から１６で説明されたアプローチは、図７から９に関
して詳細に説明された一般的な加入者及び装置のトレース手順に基づいたものであり、明
確さのために、単独のＵＥ３のみが示され、手順の各ステップの完全な記述は繰り返され
ない。
【０１４９】
　（Ｓ１）ＭＤＴ測定有効化
　ＵＥ管理アプローチのための測定有効化フェーズ（Ｓ１）は、図１０に関して上述した
最小影響アプローチについて説明したように、事実上、同じものであり、簡潔さの理由の
ためここに繰り返されない。
【０１５０】
　（Ｓ２）ＭＤＴ測定設定及び報告
　図１４は、記録型ＭＤＴ測定の要求のイベントにおける図６の測定設定フェーズ（Ｓ２
）に実装される加入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。測定
設定フェーズ（Ｓ２）は、図７の測定設定フェーズ（Ｓ２）に関連して説明されたような
手順に概して従う。しかしながら、図１１は、ＵＥ管理アプローチ及び、特に、ＵＥ管理
アプローチと最小影響アプローチとの間の違いにおいて、ユーザ承認パラメータが使用さ
れる方法を今まで以上に詳しく説明する。
【０１５１】
　図１４に見られるように、ＵＥ３は、最小影響アプローチ用に図１１に関して説明され
たような記録型ＭＤＴ測定を開始するためのＲＲＣ記録型ＭＤＴ設定（Logged MDT Confi
guration）メッセージを備えるトレースセッション有効化（Trace Session Activation）
／ＵＥ測定設定（UE measurement configuration）シグナリングを受信する。しかしなが
ら、図１１に示された手順とは異なり、ＵＥは、ユーザ承認インジケータが「非承認」へ
設定される場合に要求を無視しない。その代わりに、ＵＥは、承認パラメータの状態にか
かわらず、「記録型ＭＤＴ設定」パラメータを考慮してＭＤＴ設定を実行する。これは、
図８及び図９の測定記録フェーズ（Ｓ３）に関して説明されたような測定記録フェーズ（
Ｓ３）において要求された記録型ＭＤＴ測定をＵＥが実行する予定であることを意味する
。
【０１５２】
　ＵＥ管理アプローチに関して、即時型ＭＤＴ測定の場合、その設定は、本質的に図７の
測定設定フェーズ（Ｓ２）に関して説明されたように進む。
【０１５３】
　（Ｓ３）ＭＤＴ測定設定及び報告
　図１５は、記録型ＭＤＴ及び即時型ＭＤＴ測定の双方のイベントにおける図６の測定記
録フェーズ（Ｓ３）に実装される加入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミン
グ図である。測定記録フェーズ（Ｓ３）は、図８及び図９の測定記録フェーズ（Ｓ３）に
関連して説明されたような手順に概して従う。しかしながら、図１５は、ＵＥ管理アプロ
ーチにおいて、ＭＤＴの目的のための位置情報についてのネットワークオペレータのニー
ズとユーザのプライバシーの間の有益なバランスを提供するために、どのようにユーザ承
認パラメータが使用されるかを、今まで以上に詳しく説明する。
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【０１５４】
　図１５に示す典型的な状況において、ＵＥのユーザ承認インジケータが、位置関連情報
の提供へのユーザ承認が抑制されていたことをユーザが示していたということを示す「非
承認」ステータスから始まる。図１５に見られるように、承認インジケータが「非承認」
に設定されたままであるにもかかわらず、（記録又は即時型ＭＤＴ測定のために）ＵＥは
無線情報を測定及び記録し続ける。しかしながら、上位層から取得される詳細なユーザ位
置は記録されず、隣接セルの測定値から取得される無線周波数特徴（radio frequency fi
ngerprints）もまた記録されない。その後、承認インジケータが「非承認」から「承認」
へ変更した場合、ＵＥ３は、無線情報、上位層から取得された詳細なユーザの位置、及び
、隣接セルの測定値から取得された無線周波数特徴を測定及び記録し始める。
【０１５５】
　さらにその後、承認インジケータが「承認」から「非承認」へ変更した場合、位置関連
情報がユーザの要望に反して不用意にネットワークへ送信されないことを保証するために
、承認インジケータが「承認」に設定された間に記録された任意の情報が、記憶部からフ
ラッシュされる。
【０１５６】
　（Ｓ４）ＭＤＴ測定報告
　図１６は、ＵＥ管理アプローチのために図６の測定報告フェーズ（Ｓ４）に実装される
加入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【０１５７】
　測定報告フェーズ（Ｓ４）は、（ＲＡＮ２に依存する）図８及び図９の測定報告フェー
ズ（Ｓ４）に関して説明されたような手順に概して従う。しかしながら、図１６は、２つ
の異なるシナリオにおけるユーザ管理アプローチにおいて、ＭＤＴの目的のための位置情
報についてのネットワークオペレータのニーズとユーザのプライバシーの間の有益なバラ
ンスを提供するために、どのようにユーザ承認パラメータが使用されるかを、今まで以上
に詳しく説明する。
【０１５８】
　図１６に見られるように、記録型ＭＤＴ測定結果を有するＵＥ３が回収用のＭＤＴ測定
報告が利用可能であることを示す機会を有する時に、そのようなログが回収可能であるこ
とを示すＲＲＣメッセージが送信される。ＭＤＴ測定が利用可能であることを示すための
機会は、例えば、上記のように接続確立の間のＲＲＣ接続設定完了（RRC Connection Set
up Complete）メッセージ内に１ビットインジケータを設定する、又は、（無線リンク失
敗復帰、及び、接続モード移動性にも適用される）ＲＲＣ接続再設定完了（RRC Connecti
on Reconfiguration Complete）内に同様のインジケータを設定する機会を備えても良い
。
【０１５９】
　第１の説明されたシナリオでは、測定の間中ずっと、承認インジケータが「非承認」に
設定されたままであり、ネットワークがＲＲＣ　ＵＥ情報要求（RRC UE Information Req
uest）メッセージを用いて当該測定ログ（measurement logs）を要求する場合、ＵＥ３は
、ＲＲＣ　ＵＥ情報告（RRC UE Information Report）メッセージで、測定記録フェーズ
で記録されたようなＵＥ無線測定（例えば、ユーザ詳細位置情報、又は、ＲＦ特徴以外）
を含むＲＲＣ　ＵＥ情報報告（RRC UE Information Report）を用いて応答する。
【０１６０】
　第２の説明されたシナリオでは、万一、回収されるべき測定ログ（measurement logs）
が存在するというインジケーションを送信した後に、承認インジケータが「承認」から「
非承認」へ変更し、ネットワークがＲＲＣ　ＵＥ情報要求（RRC UE Information Request
）メッセージを用いて当該測定ログを要求する場合、ＵＥ３は、ＲＲＣ　ＵＥ情報報告（
RRC UE Information Report）を用いて応答するが、測定ログを含む代わりに、空の記録
型ＭＤＴ報告と共に空の報告インジケーションを含む。
【０１６１】
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　それ故、ＲＮＣ７及びｅＮｏｄｅＢ５－２は、ＵＥ選択の修正が必要であることを、欠
落した位置情報から、空の報告インジケーションの存在から、及び／又は、空の記録型Ｍ
ＤＴ報告から推測でき、それに応じて、必要な情報がＭＤＴの目的で取得され得ることを
保証するために、ＵＥ選択を修正する。
【０１６２】
　（Ｓ５）ＭＤＴ測定報告蓄積
　ＵＥ管理アプローチのために、ＭＤＴ測定報告蓄積フェーズ（Ｓ５）は、図８及び図９
に関してＭＤＴ測定報告蓄積フェーズ（Ｓ５）について説明された手順に従う。
【０１６３】
　従って、要約すれば、ＵＥ管理アプローチにおいて、ＵＥ３は、ユーザ非承認の場合で
も、ネットワークからの記録型ＭＤＴ設定要求を保持する。それ故、後にユーザ承認イン
ジケータが承認へ更新される場合、この情報は、利用可能な状態のままである。ＵＥ３は
、例えば、位置及び／又は無線周波数特徴がＭＤＴ報告から欠落していることを示すＲＲ
Ｃ　ＵＥ情報報告メッセージにおいて、空の記録型ＭＤＴ報告のインジケーションを提供
する。
【０１６４】
　システム管理アプローチ
　図１７及び１８は、上述した第３の「システム管理」アプローチを実装するための加入
者及び装置のトレース手順を示す。図１７及び１８に示されるアプローチは、図７から９
に関して詳細に説明された一般的な加入者及び装置のトレース手順に基づいたものであり
、明確さのために、単独のＵＥ３のみが示され、手順の各ステップの完全な記述は繰り返
されない。
【０１６５】
　（Ｓ１）ＭＤＴ測定有効化
　システム管理アプローチのための測定有効化フェーズ（Ｓ１）は、図１０に関して上述
した最小影響アプローチについて説明したように、事実上、同じものであり、簡潔さの理
由のためここに繰り返されない。
【０１６６】
　（Ｓ２）ＭＤＴ測定設定及び報告
　図１７は、ＭＤＴ測定を要求するＲＲＣメッセージのイベントにおける図６の測定設定
フェーズ（Ｓ２）に実装される加入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング
図である。測定設定フェーズ（Ｓ２）は、図７の測定設定フェーズ（Ｓ２）に関連して説
明されたような手順に概して従う。しかしながら、図１７は、システム管理アプローチ及
び、特に、システム管理アプローチとＵＥ管理及び最小影響アプローチとの間の違いにお
いて、どのようにユーザ承認パラメータが使用されるかを、今まで以上に詳しく説明する
。
【０１６７】
　図１７に見られるように、ＵＥ３は、ＲＲＣ　ＭＤＴ設定メッセージ（例えば、記録型
ＭＤＴ測定を開始するためのＲＲＣ記録型ＭＤＴ設定メッセージ等）を備えるトレースセ
ッション有効化（Trace Session Activation）／ＵＥ測定設定（UE measurement configu
ration）シグナリングを受信する。ＵＥ３は、ユーザ承認インジケータの状態（承認又は
非承認）を特定する情報を含むＲＲＣ　ＭＤＴ設定応答メッセージ（例えば、記録型ＭＤ
Ｔ設定応答メッセージ）を用いて、このＲＲＣ　ＭＤＴ設定メッセージに応答する。
【０１６８】
　そして、承認パラメータの状態にかかわらず、ＵＥ３は、任意の「記録型ＭＤＴ設定（
Logged MDT Configuration）」パラメータを考慮してＭＤＴ設定を実行する。これは、図
８及び図９の測定記録フェーズ（Ｓ３）に関して説明されたような測定記録フェーズ（Ｓ
３）において任意の要求された記録型ＭＤＴ測定をＵＥが実行する予定であることを意味
する。
【０１６９】
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　それ故、ＲＡＮ２がＭＤＴの目的でＵＥ３群を選択する必要がある場合、ＲＲＣ　ＭＤ
Ｔ設定応答メッセージにおいて、各々以前に選択されたＵＥ３から前記ユーザ承認情報を
受信しており、ＲＡＮ２は承認の欠如（つまり、ユーザ承認インジケーションが「非承認
」に設定されている）を示すユーザ承認インジケーションに対応するＵＥ群の選択を回避
できる。
【０１７０】
　（Ｓ３）ＭＤＴ測定設定及び報告
　システム管理アプローチのために、ＭＤＴ測定設定フェーズ（Ｓ３）は、図１５に関し
て、ＵＥ管理アプローチのＭＤＴ測定設定フェーズ（Ｓ３）について説明された手順に従
う。
【０１７１】
　（Ｓ４）ＭＤＴ測定報告
　図１８は、システム管理アプローチのための図６の測定報告フェーズ（Ｓ４）に実装さ
れる加入者及び装置のトレース手順を示す一般的なタイミング図である。
【０１７２】
　測定報告フェーズ（Ｓ４）は、（ＲＡＮ２に依存する）図８及び図９の測定報告フェー
ズ（Ｓ４）に関して説明されたような手順に概して従う。しかしながら、図１８は、２つ
の異なるシナリオにおけるシステム管理アプローチにおいて、ＭＤＴの目的のための位置
情報についてのネットワークオペレータのニーズとユーザのプライバシーの間の有益なバ
ランスを提供するために、どのようにユーザ承認パラメータが使用されるかを、今まで以
上に詳しく説明する。
【０１７３】
　図１８に見られるように、記録型ＭＤＴ測定結果を有するＵＥ３が回収用のＭＤＴ測定
報告の有効性を示す機会を有する時に、ＲＲＣメッセージは、そのようなログに回収可能
性があることを示すことが送信される。ＭＤＴ測定の有効性を示すための機会は、例えば
、上記のように接続確立の間のＲＲＣ接続設定完了（RRC Connection Setup Complete）
メッセージ内に１ビットインジケータを設定する、又は、例えば（接続モード移動性、及
び、無線リンク失敗復帰にも適用される）ＲＲＣ接続再設定完了（RRC Connection Recon
figuration Complete）、又は、ＲＲＣ接続再確立完了（RRC Connection Reestablishmen
t Complete）内に同様のインジケータを設定する機会を備えても良い。
【０１７４】
　第１の説明されたシナリオでは、測定記録フェーズの間中ずっと、承認インジケータが
「非承認」に設定されたままであり、ネットワークはＲＲＣ　ＵＥ情報要求（RRC UE Inf
ormation Request）メッセージを用いて当該測定ログ（measurement logs）を要求する場
合、ＵＥ３は、ＲＲＣ　ＵＥ情報報告（RRC UE Information report）メッセージで、測
定記録フェーズで記録されたようなＵＥ無線測定（例えば、ユーザ詳細位置情報、又は、
ＲＦ特徴以外）を含むＲＲＣ　ＵＥ情報報告を用いて応答する。しかしながら、ユーザ承
認インジケーションの状態（承認又は非承認）を示す承認情報は、位置情報を除外する記
録型ＭＤＴ報告にも含められる。
【０１７５】
　第２の説明されたシナリオでは、万一、回収されるべき測定ログが存在することを示す
インジケーションが送信された後に、承認インジケータが「承認」から「非承認」へ変更
し、ネットワークがＲＲＣ　ＵＥ情報要求メッセージを用いて当該測定ログ（measuremen
t logs）を要求した場合、ＵＥ３は、ＲＲＣ　ＵＥ情報報告を用いて応答するが、測定ロ
グを含む代わりに、空の記録型ＭＤＴ報告と共にユーザ承認インジケーションの状態（承
認又は非承認）を示す承認情報を含む。
【０１７６】
　このように、両方のシナリオにおいて、ＲＮＣ７及びｅＮｏｄｅＢ５－２は、ＵＥ選択
の修正が必要であることを、承認情報（又は位置情報がないこと）から推測でき、それに
応じて、必要な情報がＭＤＴの目的で取得され得ることを保証するために、ＵＥ選択を最
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適化する。
【０１７７】
　（Ｓ５）ＭＤＴ測定報告蓄積
　システム管理アプローチのために、ＭＤＴ測定報告蓄積フェーズ（Ｓ５）は、図８及び
図９に関してＭＤＴ測定報告蓄積フェーズ（Ｓ５）について説明された手順に従う。
【０１７８】
　それ故、要約すれば、システム管理アプローチにおいて、ユーザ承認／非承認情報（及
びその更新）は、無線層（ＲＲＣ）プロトコルメッセージ（例えば、ＵＥ情報報告、及び
／又は、例えば、記録型ＭＤＴ設定応答（Logged MDT Configuration Response）メッセ
ージなどの新ＲＲＣ　ＭＤＴ設定応答メッセージ）内で、ＵＥからＲＡＮへ送信される。
例えば、ＲＲＣ　ＭＤＴ設定要求の受領の上で、非承認の場合、ＵＥはＵＥ承認インジケ
ータが「非承認」に設定されるインジケータを含むＭＤＴ設定応答を送信する。同様に、
ＲＡＮ２からＭＤＴ情報要求の受領すると、（例えば、記録型ＭＤＴ設定応答における）
以前の承認インジケーションが送信されてから、承認情報が「承認」から「非承認」へ変
更していた場合、かつ、詳細な位置／ＲＦ特徴情報が存在しない測定報告が送信されてい
るか又は測定報告が空である場合、新たな「非承認」情報は含まれる。
【０１７９】
　改良及び代替手段
　複数の詳細な実施形態及び変形は、上述されている。当業者に明らかなように、多数の
改良及び代替手段は、上記の実施形態及び変形を用いることができ、そこに実施された発
明の利益を受け得る。
【０１８０】
　例えば、異なるアプローチを採用する複数の異なる実施形態が独立して説明されるが、
それらが示す任意の機能の側面は、異なるアプローチにより示される機能と組み合わせて
又は代替手段として提供され得る。特に、独立して任意の異なるアプローチ又はアプロー
チの特定の側面を用いるデバイスを設定することを、アプローチの選択がユーザ（又は提
供者）に対してＵＥ内で提供され得ることが明らかであるだろう。
【０１８１】
　詳細な（例えば、ＧＮＳＳ）位置情報が記録されない場合（例えば、図１２及び１５）
、隣接セルの測定から取得される無線周波数特徴（RF特徴：Radio Frequency fingerprin
t）が記録されないものとして説明されたが、詳細な位置情報より正確でなく、それ故、
より精度が低い無線周波数特徴から現実のユーザ位置を得ることが相対的に困難であるた
め、無線周波数特徴が記録されても良いことが、明らかであるだろう。結果的に、無線周
波数特徴を含むことは、詳細な位置情報よりリスクが低いことを意味する。同様の理由で
、詳細な位置情報が報告されない場合（例えば、図１３）、無線周波数特徴は、報告され
ないとして説明されるが、無線周波数特徴は、詳細な位置情報の代わりに報告され得る。
無線周波数特徴が依然として、（詳細な位置情報の提供と比べて）エンドユーザのプライ
バシーが重大なリスクにさらされることなく、ネットワークオペレータが使用し得る、有
用な情報を示すため、詳細な位置情報に代えて無線周波数特徴を記録及び報告することは
、特に、有利であり得る。
【０１８２】
　また、運用、管理及び保守（Operation, Administration and Maintenance、ＯＡＭ）
機能によるＵＥ選択の場合、ＲＡＮ２がＴＣＥ１３へ（ＵＥ３から収集された）測定を報
告した時点で、他の又は追加されたＵＥ３群によるＭＤＴ測定の設定を管理することをＥ
Ｍ１１にＴＣＥ１３が要求すべきことを、報告内のユーザ位置情報の不足から、判定する
ためにＴＣＥ１３は適合してもよいということも、明らかだろう。
【０１８３】
　その上、記録型ＭＤＴ情報のフラッシング後（例えば、図１２及び１５内）、ＭＤＴ設
定が放棄され得ることが好ましいだろう。代わりに、ＭＤＴ設定は、ユーザが非承認から
承認へ承認状態を変更させた場合を想定し、将来の測定のためにその設定が再利用可能で
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あるように保持されてもよい。
【０１８４】
　さらに、ユーザ承認／非承認情報が伝搬され、及び、ネットワークオペレータのホーム
加入者サーバデータベース（Home Subscriber Server database）内のユーザプロファイ
ルに格納されることが明らかだろう。この情報は、さらに、ユーザ非承認を示していたＵ
Ｅ群の選択を回避するためにＲＡＮにより使用され得る。例えば、システム管理アプロー
チにおいて、ＲＡＮ２へ提供される前記ユーザ承認情報は、（例えば、3GPP TS 36.413/2
5.413に定義されるような）新しい（又は修正された）Ｓ１／Ｉｕアプリケーションプロ
トコルメッセージを用いてネットワークコア８へ、及び、（3GPP TS 29.272に定義される
ような）新しい（又は修正された）直径プロトコルメッセージを用いてコアネットワーク
からホーム加入者サーバ（Home Subscriber Server：ＨＳＳ）へ伝搬され得る。ユーザ承
認インジケータは、ユーザ／ＵＥ３用のプロファイルの範囲内でＨＳＳに格納され得る。
そして、ネットワーク内のＯＡＭ（Operation, Administration and Maintenance）機能
は、追加的パラメータとしてＨＳＳにより格納された前記ユーザ承認情報を用いても良く
、上記に基づいてＵＥ群は最適な方法でＭＤＴ測定のために選択され得る。
【０１８５】
　その上、前記ユーザ承認情報は、3GPP TS 32.422に定義されるようなトレース機能を用
いてＥＭ１１又はＴＣＥ１３へ代わりに又は追加的に、伝搬され得る。ＯＡＭ機能は、最
適化ＵＥの目的のために、ＴＣＥ１３から直接に、又はＥＭ１１内で局所的に、前記ユー
ザ承認情報をアクセスし得る。それ故、その情報は、ユーザ非承認を示しているＵＥ３に
ＭＤＴの実行させることを回避するためにＥＭにより用いられ得る。
【０１８６】
　それにもかかわらず、前記ユーザ承認情報は、（例えば、上記代替手段を伴う、ネット
ワーク内で追加のシグナリングを回避するために）ＲＮＣ７及びｅＮＢ５－２内で有益に
保ち得る。そして、システム管理アプローチで説明したように、過去に選択されたＵＥ３
群から前記ユーザ承認情報を受信していた間に、ＲＡＮ２がＭＤＴの目的でＵＥ３群を選
択する必要がある場合、ＲＡＮ２は、ユーザ承認インジケーションが承認の欠如（例えば
、ユーザ承認インジケーションは「非承認」へ設定される）を示すＵＥ群の選択を回避し
得る。
【０１８７】
　通信システム１の論理的／機能的エンティティの多くは、物理的に分離したエンティテ
ィ、２以上のエンティティが単一のエンティティに結合されるように説明されることが明
らかだろう。
【０１８８】
　上記実施形態では、遠隔通信システムに基づく携帯電話が説明された。当業者に明らか
なように、本出願に説明される技術は、他の通信システムに採用され得る。他の通信ノー
ド又はデバイスは、例えば、パーソナルデジタルアシスタント、ラップトップコンピュー
タ、ウェブブラウザ等のようなユーザデバイスを含み得る。
【０１８９】
　上述した実施形態において、図３～９に示された様々なエンティティは、それぞれに送
受人回路を含ませるように説明される。典型的には、この回路は、専用のハードウェア回
路により形成され得る。しかしながら、任意の実施形態において、送受信回路の部分は、
対応するコントローラによりソフトウェアが実行されるように実装され得る。
【０１９０】
　上記実施形態において、多数のソフトウェアモジュールが説明された。当業者に明らか
なように、ソフトウェアモジュールは、コンパイル又は非コンパイル形式で提供され得る
、そして、コンピュータネットワークを超えて又は記録媒体上で信号として表現される任
意の多様なエンティティに供給され得る。さらに、このソフトウェアの一部又は全てによ
り実行される機能は、１以上の専用のハードウェア回路を用いて実行され得る。しかしな
がら、ソフトウェアモジュールの使用は、それらの機能を更新するために、多様なエンテ
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ィティの更新を促進することが望ましい。
【０１９１】
　様々な他の改良は、当業者に明らかであり、ここでは、より詳細には説明しない。
【０１９２】
　このソフトウェアは、様々なタイプの非一時的なコンピュータ可読媒体（non-transito
ry computer readable media）に格納され、コンピュータに供給することができる。当該
非一時的なコンピュータ可読媒体は、様々なタイプの実体のある記録媒体（tangible sto
rage medium）を含む。非一時的なコンピュータ可読媒体の例は、磁気記録媒体（例えば
フレキシブルディスク、磁気テープ、ハードディスクドライブ）、光磁気記録媒体（例え
ば光磁気ディスク）、ＣＤ－ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－Ｒ／Ｗ、半
導体メモリ（例えば、マスクＲＯＭ、ＰＲＯＭ（Programmable ROM）、ＥＰＲＯＭ（Eras
able PROM）、フラッシュＲＯＭ、ＲＡＭ（Random Access Memory））を含む。また、プ
ログラムは、様々なタイプの一時的なコンピュータ可読媒体（transitory computer read
able medium）によってコンピュータに供給されてもよい。一時的なコンピュータ可読媒
体の例は、電気信号、光信号、及び電磁波を含む。一時的なコンピュータ可読媒体は、電
線及び光ファイバ等の有線通信路、又は無線通信路を介して、プログラムをコンピュータ
に供給できる。
【０１９３】
　様々な他の改良は、当業者に明らかであり、ここでは、より詳細には説明しない。上述
したように、本発明は、実施形態に関して説明されたが、本発明は、上記に限定されない
。当業者により理解された様々な改良は、発明のスコープ内で作成できる。
【０１９４】
　この出願は、２０１１年１月１０日に出願された英国特許出願第１１００３０５．０号
を基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【符号の説明】
【０１９５】
１　通信システム
２－１　ＵＭＴＳ　無線アクセスネットワーク　（ＵＴＲＡＮ）
２－２　ＬＴＥ　無線アクセスネットワーク　（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）
３－１　ユーザ装置　（ＵＥ）
３－２　ユーザ装置　（ＵＥ）
３－ｎ　ユーザ装置　（ＵＥ）
５－１　基地局　（ＮｏｄｅＢ）
５－２　基地局　（ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ））
７　無線ネットワーク制御局　（ＲＮＣ）　
８－１　コアネットワーク　（ＣＮ）
８－２　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ（ＥＰＣ）
９　移動性管理エンティティ　（ＭＭＥ）
１１　ＥＭ群　（ＥＭｓ）
１１－１　エレメントマネージャ　（ＥＭ）
１１－２　エレメントマネージャ　（ＥＭ）
１３－１　トレース収集エンティティ　（ＴＣＥ）
１３－２　トレース収集エンティティ　（ＴＣＥ）
３　移動通信装置（ＵＥ）
２２３　送受信回路
２２５　アンテナ
２２７　コントローラ
２２９　拡声器
２３１　マイク
２３３　表示部
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２３５　キー操作部
２３７　記憶部
２３９　オペレーティングシステム
２４１　通信モジュール
２４３　ユーザ承認モジュール
２４５　トレース管理モジュール
３０８　ネットワークインタフェース
３５１　送受信回路
３５３　基地局インタフェース
３５７　コントローラ
３５９　記憶部
３６１　オペレーティングシステム
３１９　通信モジュール
３６３　ＵＥ選択モジュール
３６５　トレース管理モジュール
４０８　ネットワークインタフェース
４５１　送受信回路
４５３　アンテナ
４５７　コントローラ
４５９　記憶部
４６１　オペレーティングシステム
４１９　通信モジュール
４６３　ＵＥ選択モジュール
４６５　トレース管理モジュール
５５１　送受信回路
５５３　通信インタフェース
５５７　コントローラ
５５９　記憶部
５６１　オペレーティングシステム
５１９　通信モジュール
５６５　トレース管理モジュール



(35) JP 5920499 B2 2016.5.18

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(36) JP 5920499 B2 2016.5.18

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(37) JP 5920499 B2 2016.5.18

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(38) JP 5920499 B2 2016.5.18

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(39) JP 5920499 B2 2016.5.18

【図１７】 【図１８】



(40) JP 5920499 B2 2016.5.18

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  ヌンツィ　ジョルジオ
            ドイツ連邦共和国　６９１１５　ハイデルベルク、クアフュルステン－アンラーゲ　３６、エヌイ
            ーシー　ヨーロッパ　リミテッド内

    審査官  松野　吉宏

(56)参考文献  NTT DOCOMO, INC.，Further clarification on the necessity of log type 3 of the summary 
              of email discussion 71#51，R2-105737，フランス，3GPP，２０１０年１０月　７日，paragrap
              h 1
              NTT DOCOMO, INC. (Email Discussion Rapporteur)，Summary of email discussion [71#51] UM
              TS/LTE: MDT - Potential enhancements related to location info reporting，R2-105738，フ
              ランス，3GPP，２０１０年１０月　７日，paragraph 3
              Huawei，Principles for immediate MDT，R2-103197，フランス，3GPP，２０１０年　５月　３
              日，paragraph 2.2
              Huawei，Discussion on MDT context transfer，R3-101414，フランス，3GPP，２０１０年　５
              月　１日，paragraph 2
              SA WG3，Review of MDT design and reply LS on Security Issues with Logged MDT，S3-10140
              1，フランス，3GPP，２０１０年１１月１６日，paragraph 1
              SA WG3，review of MDT design and reply LS on Security Issues with Logged MDT，S3-10142
              2，フランス，3GPP，２０１０年１１月１８日，paragraph 1
              SA WG3，review of MDT design and reply LS on Security Issues with Logged MDT，R2-10687
              6，フランス，3GPP，２０１０年１１月１９日，paragraph 1

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４　－　　７／２６
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００　－　９９／００
              ３ＧＰＰ　　　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－２
              　　　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

